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開会 午前９時３０分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆さんおはようございます。やっと秋の

気配を感じる朝になりましたけど、きょう

も張り切って一般質問をお願いしたいと思

います。 

  それでは始めさせていただきます。 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  昨日に引き続き、順次発言を許します。

質問者は質問者席に登壇して質問を行って

ください。 

  豊鳴クラブの一般質問を行います。持ち

時間は質問及び答弁を合わせて５０分とし

ます。 

  井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  皆様おはようございます。５番豊鳴クラ

ブ井川佳子。議長のお許しをいただきまし

たので、一般質問をさせていただきます。

理事者の皆様にとりましては、親切丁寧に、

私にもわかるように御説明いただきたいと

存じます。 

  池田町長タウンミーティング２０１７と

いうことで、６月２０日より７月１５日ま

で全１４自治会を回られました。とても精

力的だと思いまして、私もできるだけ追っ

かけをしておりまして、１２自治会は回ら

せていただいたんですけれども、その町長

の体力とは、もう本当にすごいなと思って

感銘を受けております。 

  実は、いろんな地域に行きまして、いろ

んな問題というのが少しはわかったかなと。

３００人の皆様が御出席されておりました

地域それぞれの課題というのがあるのだな

ということもわかりましたし、皆様の熱意、

わかりました。けど、ダイオキシンにつき

ましては、ある自治会では、うちはしませ

んっていうふうにね、自治会長みずからお

っしゃるところもございまして、やはり地

域の理解というものがとても大事だなと。

私は、町長という人は、全能の神、ゼウス

に近いほど力を持っているのではないかと

思っていたのですけれども、やはりそうい

うのを直面しますと、やっぱり議会の後押

しももちろんのこと住民の皆様の理解とい

うことが一番大事なんじゃないかというふ

うに思いました。 

  ある自治会で、大型農業施設を取り扱う

大型スーパー的なものがひょっとしたらで

きるかもしれないというお話もあったとい

うことも伺いました。それは、でもやはり

地域の住民の皆様がちょっと快く思わなか

ったという点がございまして、実施できな

かったということも伺いましたし、また、

若い人をどうやって豊能町に呼び込むんだ

という話をされたときに、副町長のほうよ

り、箕面森町に１８の企業団がございまし

て、そこに入ってくる皆様の住居として豊

能町を売り出そうじゃないかということを

町長が皆様に御指示なさって動いていると

いうことも、タウンミーティングの中で知

ることができましたし、頑張ってやっては

るなというのは手応えを感じました。 

  やっぱり住民の皆様のお力で、豊能町も

変わっていくと思うので、私が１人ここで

叫んでいても変わらない、少しは変わるか

もしれませんけど、やはり住民の皆様の御

理解、御支援というのが大事だなというこ

とを、私はタウンミーティングで感じまし

た。 

  では、済みません。前置きが長くなりま
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したけれども、一般質問へと移らせていた

だきます。 

  中学校統合とその跡地利用についてでご

ざいます。 

  タウンミーティングの中でも、豊能町小

中学校児童生徒の予想在籍人数の推移とい

うのが提示されまして、町民の皆様はどの

ようにお考えですかということを諮ってい

らっしゃいました。 

  ただ、お越しの皆様は、どちらかという

と御高齢の方が多くて、地域に小学校がな

くなったらという方もいらっしゃるし、ま

た、反対に、いやいや、それは子ども中心

に考えるべきだという案もございましたし、

そうだなと私も思います。やはり、地域の

活性は別のことで考えて、お子様中心にや

はり子どもの環境というのは整えていくべ

きだと私も思います。 

  それで、以前、ここにございますが、豊

能町における小中一貫教育等の充実につい

てという答申がございまして、そこの中で、

皆様で話し合われた内容がございます。そ

この中で、再配置の考え方というのが四つ

ここに示されております。 

  例えば、１番、町全体で１小１中とする

とか、東地区、西地区でそれぞれ１小１中

にするとか、現在の４小２中を維持すると

か、東地区は小中一貫校を教育として、西

地区は１中３小で連携を進め、今後のあり

方を検討していくとかいうのがこの答申に

はうたわれております。 

  昨日の質問の中にもありまして、そして

そのお答えの中から導き出したのが、今、

町長は、教育総合会議の中で、今年度いっ

ぱいにこの大まかな方針というのを決めて

いこうじゃないかということを打ち出され

たというのを聞きまして、一歩進んでいる

なというふうには感じたところでございま

す。 

  で、ここの中で私が申したいのは、中学

校が一つという案がなかったということな

んですね。今、やはりクラブの面でも学級

の面でも、東地区では単学級であります。

単学級っていうのは、子どもの環境がかな

り膠着化しているのではないか。また、結

びつきというのはとてもしっかりしたもの

にはなるでしょう。例えば、子どもたちが

大人になったときに、ここで培った豊能っ

子という強い連帯感が、後々の社会に行っ

たときの力になるというのは、私の子ども

２人を見ていてもわかるわけなんですけれ

ども、でも、やはり子どもはさまざまな子

がいます。それがいい子もいるし、いけな

い子も、順応していきにくい子もいるんで

はないかなと。やはり、例えばクラスがえ

があったときに自分を変えていくという新

たな挑戦に取り組める子もいますし、その

環境が、ちょうど今伺ったところ、今年度、

東能勢小学校に入園したお子様たちが、ち

ょうど東能勢幼稚園とふたば保育所が一つ

になったこども園というのが開設されたそ

の当初、１期生であるよと。要するに、早

く言えば、赤ちゃんのときからもう６年間

そこで一緒だったお子様たちがこれから小

学校も一つの学級、あるいは中学校も一つ

の学級と、もう義務教育も全部一緒のメン

バーでやっていかないといけないというと

ころがかなり厳しいものがあるのではない

かと。今年度末の新たな展開というのを私

はすごく期待しているわけであります。 

  それで、東能勢中学校、小学校を、もち

ろん一貫教育として見ていくというのもあ

りだとは思うんですけれども、そうなると、

やはり私が申しているのは、東能勢中学校

に入る子どもたちにとって同じメンバーで

あるよという環境は変わらないわけで、こ

こに質問立たせていただいたら、例えば、

５年、６年で学級担任が助け合いをしてい
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ますよとか、あるいは、私の子どもたちの

ときもしておりました兄弟学級というのが

ございまして、お互いに面倒を見合うとい

う、学年、兄弟学級を考えてやるという、

もちろんそういうさまざまな手法わかるん

ですけれども、でもやはりいつも一緒とい

うのは厳しい面がございます。 

  私は、やはり小中学校は一つでいいんで

はないかというふうに思っておりまして、

義務教育全部を同じメンバーでするという

のはかなり厳しいものがあると思うんです。 

  ここを、この答申には載っていない案な

んですけれども、ぜひ学年度末までお考え

の中に一つ入れていただいて、考えていた

だきたいなと思うんですけれども、お答え

はいかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  おはようございます。それでは、井川議

員の御質問にお答えをしたいと思います。 

  今、議員御指摘の子どもの成長について

多くの人とのかかわりが大事、今現在単学

級という学校が非常に多いということで、

その中にもメリット、先ほど申されました

連帯感が醸成されるとか、そういうふうな

ものはありますけれども、やはり１学級と

いうことは人間関係の膠着化というのが課

題であるとか、あるいは教師側の問題とし

ても、やはり運営上複数の体制がなかなか

とりにくいというふうなことがございます。

そういう意味から、やはりそれをいかに改

善していくか。基本的には子どもたちの育

ちを十分踏まえた上でやっていかなければ

ならないというふうに考えております。 

  今回、８月の総合教育会議において、町

長のほうから今年度末までに小中一貫教育

と学校再配置について教育委員会が方針を

ある程度出してほしいということで指示を

されたところでございます。 

  ぜひ、我々としましても、平成２８年３

月の答申もいただいております。その中で

いろいろ案も出てまいっております。その

案も含めて、あるいはそのほかの案も含め

て相当いろいろ吟味をして案をつくってい

かなければならないというふうに考えてお

りますので、どうぞ御理解いただきました

らありがたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  教育総合会議の中でそういう方針が出た

というのはきのう聞いたところであります。 

  私が今申したのは、１中という考え方は

いかがですかと問題提起したわけなんです。

それについての答えをお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  まず、私どもは、今、先ほど申しました

ように、答申の案の中の幾つかのモデルケ

ースを出していただいております。それら

について当然検討していかなければならな

いというのが１点。 

  それから、そのほかにも、今、井川議員

がおっしゃった部分。さまざまなケースを

想定しながら、よりよきいい方針を出して

いきたいなというふうに考えておりますの

で、あの案だけを考えるというふうなこと

は考えておりません。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 



 3－6 

  能勢町が、ささゆり学園と銘打たれまし

て、平成２８年４月に開校をされておりま

す。私、以前、今からする質問を同じこと

を言ったことがありまして、それは、まだ

始まってすぐの、１学期が終わった時点で

のお話でした。もう建たれてからもうかな

り、かなりということはないですが、１年

そこそこになっておりますので、能勢町が、

小中一貫校を運営されて１年半になってい

るところです。そのメリットとデメリット

はどういうものがあるとお聞きになってい

らっしゃいますか。 

  また、これはタウンミーティングの中で

も出ていた話でございまして、隣の能勢町

を参考に、デメリットとメリットを聞いて

ほしいという話もございました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  私も着任してすぐに能勢町のささゆり学

園のほうに訪問させていただきました。ま

た、まだ１年ということで、多分能勢町自

体もその辺のことは十分把握をされている

かどうか私も事実はわかりません。基本的

には、私としては、その辺のデメリット、

メリットについては能勢町の学校のことで

すので、本町でお答えするのはちょっと差

し控えたほうがいいのかなというふうに考

えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  それどういう意味ですか。今の質問に答

えてもうたらそんな話にならないと思いま

すけど。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  他市、他町のことの学校のデメリット、

メリット、本来そちらのほうが、能勢町の

ほうが示しておられるということであれば

いいんですけども、それをまだ示しておら

れないというふうに理解はしておりますの

で、私どもがどうこうということは、少し

差し控えなければならないのではないかな

というふうには思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  実は、１学期終わって聞いたときには、

おっしゃっていたのは、やはり一つになっ

たので、それなりの規模になったというと

ころはいいかなということをおっしゃって

いたのと、あと、デメリットというのは、

やっぱり終業時間がそれぞればらばらなの

で、下校時間による難しさもあるよという

のは、私そのときの質問の答えとして持っ

ているものなんです。 

  じゃあここで披露できなかったとしても、

総合会議におきまして、そういう資料をも

って、小中一貫校、もし１中１小にするの

であればね、こういうこともあるよという

のをやっぱり把握しておく必要があると思

うので、ここで公開できないっていうなら

それはそれでもう結構ですけれども、やは

りそういうところは把握していただいて、

タウンミーティングの中にもありましたの

でね、私もそう思いますし、心して取りか

かっていただきたいと思います。 

  では、次なんですけれども、例えば、東

地区の中学生をバスで吉川中学校に送迎す

るとして、一体幾らぐらいですかというふ

うに過去、質問として試算していただいた

ことがございまして、バス４台購入費が、

そのとき3,３６０万円でありました。で、

朝２便、夕方３便の運行費として1,５００
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万円、それは、車両保険代と車の重量税も

含みますと試算していると回答がございま

した。 

  私は、この資産をかけてでも教育環境を

整えるべきと思っているんですけれども、

それに対しての答えはいかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  そういう意味では、ハード面のことでご

ざいますので、さまざまなケースを考えて、

そういうケースも当然出てこようかと思っ

ております。そういうふうなことを踏まえ

た上で、２９年度末までには一定の方針を

出させていただきたいというふうに考えて

おります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  なかなか冷たいお答えでございまして、

そこの中で考えていくというお気持ちはわ

かるんですけれども、もうちょっと真摯に

お答えいただきたいのと、ここでは、やっ

ぱりこう思うという、私の意見に対して、

やっぱり教育委員会としてはそうは思って

いないよということを言っていただいても

いいですし、それはそれで私がここで恥を

かこうと、何しようと、やっぱりそういう

ことがあるんだなとわかることでもありま

すのでね、もうちょっと丁寧に答えていた

だきたいなとは思います。年度末には答え

を出しますよという、一定のお答えはいた

だいてますので、そこはそうなんですけれ

ども、では、私、先日の質問の中にもあり

ましたけれども、やはり豊能町を大きく変

えていこうと思いましたらね、土地がない

よと。平たい土地がないではないかと。何

かしようかなと思ったら住民の方に反対さ

れてできなかっという案も聞いたのは聞い

たのですけれども、やはり学校の再配置を

考えていきますと学校があいてくるんです

よね。そこのあいてきた土地をどう生かす

かということがこれからの豊能町の運命に

かかっているんではないかというぐらい思

っているわけであります。 

  で、一つの案といたしまして、例えば、

１中になりましたと。それが吉川中学にな

るか東能勢中学になるかわかりませんけれ

ども、でも人数から考えたら吉川中学のほ

うかなと。その建物丸々使うかどうかわか

りませんけど、そっちの方面かなと考えら

れるわけです。そうなりますと東能勢中学

校があくわけです。あの中学校というのは、

一番公共施設の中では新しい建物でありま

して、前面のほうがね。なので、あそこを、

もしあいたとしたら使わない手はないよと

いうふうに、そこまで私は考えてなかった

んですけど、ある方に御教授いただきまし

て、あそこを庁舎にしてはどうかという案

をその方が持ってらっしゃいまして、私は

全然そういうふうに思わなかったので、あ、

その案もありだなと。広い駐車場もあるし、

耐震は行けていると。 

  きょうは、我々、私たちここにいるこの

建物が一番耐震ができてない部分でござい

ます。引っ越しながら、私が非常勤職員で

勤めていたときに、引っ越しながら、今一

番新しい新館を建てたという経緯はあるん

ですけれども、ここは一番古いんですよね。

やはり、それだけの人数を入れようと思っ

たら、やっぱり東能勢中学校の校舎もあり

かなと思います。いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 



 3－8 

○総務部長（内田 敬君） 

  学校の跡地利用についてでございますけ

ども、これは学校の再配置の方向が決まっ

てから、いつどのようになるかがわかりま

すので、それから検討するというような課

題ではございます。 

  今年度、議会にお認めいただいて、本庁

舎の整備構想、これを今作成中でございま

す。その中には、今、学校の跡地の活用と

いうようなことでございますが、それも当

然構想の中には入れて検討しています。費

用対効果を見るというようなことで、現地、

この庁舎の建てかえがいいのか、この庁舎

を耐震化するのがいいのか、移転して建て

かえ、いわゆる新築ですね、それをするほ

うがいいのか、あき施設を活用するほうが

いいのかと、いろいろな費用対効果を見て、

将来の本庁のあり方を決めていきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  豊能町にぜひ若い人を呼んでほしいと、

タウンミーティングでも住民の皆様おっし

ゃっておられました。やはり、変わってい

くキーポイントというのは、そういう学校

再配置の後の跡地利用にあるのではないか

なと思います。また、耐震できていない庁

舎もそのときに、そういうふうに費用対効

果を考えて考えていくよということも聞き

ましたし、そこの中で進めていただきたい

なと思います。 

  次行きます。中高生、それから中高年の

居場所づくりについてでございます。 

  図書館ですね、視察も行かせていただき

ましたし、そしてまた我が町の図書館も見

に行かせていただきました。一時期、とて

も満員だったので、テラススペースを増築

しましたよというお話でございました。私、

済みません、行かせていただいた、二、三

回では、そんなにいっぱいでとても大変と

いうふうにもなかったように思われます。 

  なので、今、私が思っているのは、例え

ば中学生や高校生、大学生、夏休みは過ぎ

ましたけれどもね、夏休みの宿題するのに

いい場所じゃなかったのかなと。クーラー

もきいておりますし、静かでございますし。

また、資格試験などに挑戦する大人の方の

勉強場所としても、図書館というのは、や

はり本を借りる、読むだけではなくて、そ

ういうふうな滞在型の図書館を目指してほ

しいなと私は思っているので、本日質問と

して上げさせていただいたわけなんです。 

  今、そういう方々に開放していらっしゃ

るんですか。そこをちょっとお聞きしたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  おはようございます。 

  図書館ですけれども、図書館、ちょっと

季節によりまして、たくさんおられるとき

と少ないときとがありまして、館長に聞き

ますと、議員来られたときには、ちょっと

たまたますいておったようですけれども、

今、この夏休みなんかは大変にぎわっとっ

ていっぱいだというようなことを聞いてお

ります。 

  図書館に閲覧席というのがございまして、

この席は、自由に図書館の蔵書を利用され

る方が活用いただいているような席になっ

ておりまして、ほかの利用者に迷惑がかか

らない状況でございましたら、特に何をす

ることにも制限をしないで御利用いただい

ておるところでございます。 

  ただ、図書館の閲覧席自体は、受験勉強

や資格試験を行うための自習スペースとし
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て設計されているわけではありませんので、

十分あるということにはなっておりません。 

  図書館の閲覧室自体は、スペースの制約

上、十分には、現在４８席しかないんです

けれども、図書館に、図書館として目指す

ものに求めるものであって、本庁の図書館

にはちょっとそぐわないような形になって

おるのかなとは思いますけれども、目的に

沿わない、図書館自体の目的に沿わないよ

うなものになっておるのかなというふうに

は思うんです。受験生のためのコーナーと

いう話にするとですね、それ以外の方も自

由に使えるコーナーとしてやっております

ので、今現在はそのような状況で運用して

おると。ただ、あいているときは、そうい

う目的で使用されておっても、別に図書館

としてはそれを排除するいうことはないの

で、今の状況で御利用いただけたらという

ふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  では、本を読むための施設なので、例え

ば、本を１冊ここへ借りたのを置いておい

て、そして勉強しているような感じではな

くて、もうそれは公認ですよというふうな、

皆さん暗黙の了解でわかっていて、自由に

勉強しているのかなということを聞きたか

ったんですけど、いかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  本来、図書館でございますので、やはり

いろいろ調べものされるのに、図書館にあ

る図書を持ってきて調べていただくという

のが、本来の、私目的だと思っております。

それを、図書館の本は一切関係なしに、自

分の自習のためだけに来られてというのは、

本来、図書館としてのあり方としてはどう

なのかなというふうには思っておるところ

でございますけれども、今言いましたよう

に、今現在ずっと満杯というような状況で

もございませんので、そういうような目的

で来られた方がおられたとしても、その目

的を一々確認をしたりとかいうことをしな

いで自由に使っていただいておるというよ

うな現状です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  そうですね。武蔵野プレイスというとこ

ろに行ったときは、もちろん広いですし、

使われる人数もちろん違うんです。なので、

コーナー、コーナーで、ここは勉強する部

屋、ここは閲覧する部屋と、ここはもうと

ても静かに調べものをする部屋とか、ここ

はパソコンを打っていい部屋というふうに、

コーナー、コーナーに分けてらっしゃった

のがあったのですね。 

  我が町の人数にしても、そこまであれか

とは思うんですけれども、やはり自由に勉

強するスペースというのは、私は欲しいな

と思います。 

  皆さん、一戸建てだから、大体の方がね、

子ども部屋もあるだろうし、勉強できるで

はないかと思うかもしれませんけど、案外、

勉強する人ってね、うちの子どもたちもそ

うだったんですけれども、リビングで勉強

したりするんです。みんなしーにしてね、

親がちらちら見えるところで勉強しており

ました。それはなぜかというと、自分の部

屋に引きこもってしまうと、要らない、例

えばゲームをしてしまうとか、違う本も読

んでしまうとか、それは本人の自覚による

ものかもしれませんけど、あえて、人も勉

強しているのが見れている環境というのが、

やはり勉強しやすいというほど子どもたち
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にも聞いております。 

  私の子どもは中央公民館にお世話になっ

ておりまして、行かせていただいておりま

した。あそこ１０時まで開放されてますの

で、１０時まであそこで勉強しておりまし

た。送り迎えもしておりまして、ちょっと

今から考えたら結構過保護だったかなとは

思わんでもないです。 

  でも、やっぱり、西公民館にも自習スペ

ースというのは見たんですけれども、やっ

ぱり大切なことをされています、学びや教

室とかね、それも大切なんですけど、やは

りそこに行かなくても自分で勉強したいス

ペースというのがね、案外豊能町ってない

のかなと思うんですね。例えば、西公民館

のコーナー、コーナーで勉強されている子

たちもいますけど、でもやっぱり、図書館

もある一定場所を開放してほしいなと思う

わけでございます。いかがでございますか。

今はそうなっておりますと言われたらその

ままなのかもしれませんけど。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  図書館でございますけれども、図書館は、

図書館法でどういうことをするためのもの

だというようなことが決まっておりまして、

その中にそういう勉強スペースを確保する

ためのものですよというようなことが少し

書いていないというところもございまして、

今、豊能町の図書館自体ができたときから

そういうことを想定してつくっていないも

のでありますので、現状のスペースのまま、

例えば、そういうところを新たに設けてい

くというのはちょっとしんどいのかなとい

うふうに思いますので、今現状そういうふ

うな、使っても別に何もしてないような状

況で図書館を利用していただいております

ので、今のままの図書館でありましたら、

やっぱりこの方法しかないのかなというふ

うに考えます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  我々が伺ったときに、会議室とかござい

ました。郷土資料館のことを展示している

ブースもございましたし、その奥もね、ま

だちょっとガラス張りのところがあったよ

うに思うんです。あのような場所を、もし

郷土資料館は郷土資料館でもちろん大事な

ので、会議室、いつも会議で埋まっている

というわけではないと思うので、そういう

ときには場所を開放していただけないかな

と思うんですけど、いかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  図書館には、先ほど言いました、閲覧室

以外にレファレンスコーナーとか多目的コ

ーナー、テラスコーナー、児童コーナーと

いうのもございまして、それおのおのでも、

やはり４０席以上の席を用意しております

ので、十分にそういうことを活用していた

だければ現状で、今議員がおっしゃってい

るような利用方法も可能だと考えておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  私の知っている人たちに、ちょうど私と

同じぐらいの年代なんですけどね、子ども

たちのときどうでしたって話をしたら、や

はり、ちょっと家ではないところで勉強し

たいというときに図書館に行ったら、やっ

ぱりちょっと勉強しにくい、勉強するとこ

ろではない、ここは本を読むとこだよって
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言われたという感じもありましたし、また、

今は変わっているのかもしれません。もう

その子たちが３０になってますからね。な

ので、ニーズも多分変わってきているので

入りやすいのかなとも思わないんではない

んですけれども、例えば、会議室があいて

いるよとかいうときに、ホームページにで

もきょうはここを自習スペースに開放して

ますっていうようなことをちょっと載せて

いただいたら、気軽に使えるんじゃないか

なと思ったりするんですけども、いかがご

ざいますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  会議室、確かにございますけれども、そ

この会議室をふだん自由に誰でも使ってい

るのかということにつきまして、ちょっと

私、今資料を持ち合わせておりませんので、

利用形態がわかりませんので、申しわけな

いんですけど、その質問に対して明確に答

えることができません。申しわけありませ

ん。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  今すぐお答えいただけなくてもまた検討

していただきたいなと思います。 

  では、テラススペースで、自動販売機を

設置して、飲み物を提供して、そこで新聞

とか雑誌に限って読める環境を整えるのは

いかがですかと。前に、前回質問させてい

ただいたときがございます。そうしました

ら、やはり業者と採算が合わないよという

ことで、過去を話したことがあったけれど

も、うまくいかなかったというお話をいた

だいたわけです。 

  そこで、しつこい私はもう一度ここに立

つわけで、ふるさと納税を充てるわけには

いかないのでしょうか。 

  例えば、設置資金は、ふるさと納税で使

い、あとランニングコストはその業者にも

ってもらうというような方法で対応できな

いものかお伺いしたいです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  工事費用にふるさと納税を充てることは

できないかというようなことでございます。 

  制度上は考えられるというふうに思って

おります。６月議会でも、過去に業者さん

に打診をしたこともございましたけれども、

やはりなかなかちょっと無理だということ

もございましたと。今現在、そういうこと

はできないと考えておるというふうに答弁

をさせていただきました。 

  図書館のテラススペースですけれども、

そもそも飲食ができるスペースを設けるか

どうかということ自体が、図書館をどのよ

うに考えるかという運営方針のほうにかか

わる問題だと思っておりまして、蔵書資料

を適切に維持するという図書館本来のやは

り使命がありますので、それらから考えて、

テラススペースでの飲食ということに関し

ましては、今現在、慎重に判断しないとい

けないなというふうに考えておりまして、

すぐにそういうスペースにするということ

を考えておるというわけではございません。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  私の次の質問のお答えも今いただいてし

まったような感じもするんですけど、お金

は要らないですよね、次の質問。テラスス

ペースを持ち込み、飲食自由に、軽食等を

食べながら勉強できるスペースにならない
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かなと思ったので、次の質問上げさせてい

ただいてます。 

  勉強する人に限るよというようなことで

ね、そこが飲食スペースのみになってしま

うというのが、またこれ図書館とは違うよ

うに思いますので、済みません、武蔵野プ

レイスで見た、子どもたちが学校帰りに菓

子パンとか食べながら勉強してはったんで

す。そういうスペース、テラススペースで

開放するんだったら、今、お金要らないで

すし、もちろん、今おっしゃった蔵書を適

切に維持するという図書館本来の壁があり

ますというのは大いに理解できるとこなん

ですけれども、そこはもう利用者たちの意

識というのを高めていただかないといけな

いと思うんですけど、いかがでございます

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  テラススペースを飲食できる空間にして

という話でございますけれども、先ほども

申しましたように、そういうことは図書館

としてはふさわしくないんではないかなと

いうふうに思っております。 

  テラススペース自体、もう図書館の閲覧

室になりますので、社会教育施設でござい

ます。図書館においては、資料の汚染や音、

におい、そういうようなものが他の利用者

へ影響するということも考えられます。そ

ういうことから、現在、飲食は基本的に禁

止をしておるということでございます。 

  大きな図書館で、別の空間等がございま

して、飲食を可能にしているような例もご

ざいます、確かに。また、大学の図書館な

んかではラウンジなどを併設して、サービ

スを実施しているところもあるのも事実で

ございますけれども、やはり先ほども言い

ましたように、蔵書資料を適切に維持する

という図書館本来の使命から見て、その是

非にはいろいろと異論があるというふうに

考えております。これらは、本を読む空間

をどのように考えるかということでござい

まして、憩いの場の場合、会話も、他の利

用者から見れば大きな迷惑行為になると思

います。自動販売機の機械音自体が耳ざわ

りだということで、静ひつな空間を求める

方もおられますので、コーヒーのにおいと

か食べ物のにおいにも好き嫌いがございま

すので、拒絶される方もおられます。 

  現在、図書館でそのような利用の仕方を

したいというような要望もまだ聞いておら

ないようなところもございますので、今現

在としてそのような利用方法は考えていな

いということでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  図書館は図書館ですよとね。よく考えた

ら、武蔵野プレイスとか、図書館と複合施

設というか、福祉会館が一緒だったりとか、

青少年活動会館が一緒だったりとか、そう

いうスペースなのでできたことなのかなと、

今、教育次長の話を聞きながら思い出して

いたところなんですけれども。 

  そうですね、最初の話に戻りますが、学

校再配置の跡地をこのようなことで展開し

ていけたらなと。また、教育委員会のほう

でも、ちょっと私の言ったことを、頭のこ

の辺でいいので置いておいていただきたい

なと思います。 

  中学校給食についてでございます。 

  中学校給食。私たちの子どものころは一

生懸命お弁当つくっておりました。それが、

例えば、中学校の息子なんかも、うんとす

んとごちそうさまと行ってきますぐらいし

か言わないような感じの時期もやっぱりあ
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りますよね、時期として。そういうときに、

私のお弁当が彼の胃の中に入って、栄養に

なるというところが母としたらちょっとく

すぐられるところでございまして、貢献し

たいなと。子どもの何とか力になりたいと

いう親の愛情こもったお弁当というのは、

とてもよかったとも思うんです。でもやは

り、そこにはいろんな家庭環境がございま

して、毎回お弁当を持って来れない子とい

うのもいたのは知っているんです、子ども

から聞いてね。その子は、家庭の人にお金

をもらうわけなんです。そのお金をお昼の

充てればいいんだけど、それをお昼に充て

ないでお小遣いとしてためるという感じの

子がね、クラスにいたらしくって、ずっと

同じ学年で上がるわけなんですよね。でも、

その子が食べない、俺は腹減ってないと言

っても、クラスの子はやっぱり気を使いま

すよね、自分が食べるから。結局は、いつ

も、前も言いましたけど、お弁当箱のふた

に、みんなが御飯やおかずを入れて、結局

はその子がクラスの中で一番たくさん食べ

とったという話もね、毎回ですよ、聞いて

ます。なので、お母さん、いっぱい詰めと

いてと。もう入らへんぐらい、御飯も詰め

て、おかずもいっぱい詰めといてっていう

のを毎回要望を受けてまして、していたこ

とはあるんです。 

  でもそれが今なくなったと思うんですよ。

皆同じ、完全喫食でございますから。ある

学校によっては、やはり希望者だけが申し

込んでおいて食べる方式というのがあった

みたいですけど、そうなると取りに行くの

がめんどくさいとか、頼んでおくのがめん

どくさいとかそういうことで、結局はそう

いう給食というシステムになじまないとい

うことで、大阪府知事であった橋本知事が

打ち出したのが、もうやはり完全喫食であ

るよと。それに対して補助金をおろすとい

う話で、我が豊能町もそれに乗ったわけで

す。私も賛成しました。本当は親の弁当も

いいけどなと思いながら、やっぱりこれを、

波に乗っとかないと、やはりそういう子ど

もたちには、お昼というのは、用意される

と、いつもそんな環境であるかどうかは限

らないですしね。だから、昼食格差という

のは、今はなくなったんではないかなと想

像されるんですけれども、まずそのことを

聞きます。いかがでございますか。その給

食を導入することによりまして、変わった

環境という、よくなった環境というのをぜ

ひお聞きしたいんですけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  中学校の給食の導入に伴いまして、やは

り栄養に配慮した給食が提供できるという

ふうなことになりまして、教育委員会とし

てもそれに努めておるところでございまし

て、栄養教諭の資格を持ちました臨時技師

も中学校のほうには配置をしまして、食育

に関するさまざまな取り組みも行っておる

ようなところでございますので、生徒の健

康増進、それから食生活環境の向上改善に

は寄与しておるというふうに思っておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ですが、やっぱり残渣というのがあれで

すね。御飯が多くて残すっていうのもある

かもしれないけど、おかずが残ったりとか

ね、それでちょっと、せっかく栄養を考え

てらっしゃるのですね。残渣があるという

のは、栄養がそこが足りなくなっちゃうと

いうことになりますのでね、どうなのかな
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と思いまして、もうすぐ多分契約を考えて

いかないといけない時期になっております

よね。豊能町としては、自校方式というの

は考えないんですかね。自分のところでつ

くって給食を出すということが自校方式っ

て心得ているんですけど、そういうのは次

の契約を考えるに当たって、検討されては

いかないのでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  中学校給食も自校方式にということでご

ざいますけれども、先ほど来、教育長のほ

うからも出ておりますけれども、８月２４

日、総合教育会議で、ハード面も含めた今

度の学校の再配置について検討せよという

ことで、町長のほうから指示をいただいた

ところでございます。その中で、もうやっ

ぱりいつまでにどういうことをするよとい

うようなところも出していくということを

聞いておりますので、今現在、学校の給食

方法を変えると、そのときにまたどうなる

かわからないという、学校の配置によって

変わってきますので、今現在、子どもたち

にそういう混乱を招かないためにも、それ

までの間は今のまま給食を続けていきたい

というふうに考えてます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  でも、ひょっとしたら、統廃合によって、

中学校も自校方式になることもあるかもし

れないというふうに、感じで受け取ったん

ですけど、それでよかったですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  当然、再配置によりまして、例えば、１

小１中とか、２小２中とか、今のままとか、

いろいろな統廃合の案が出てきます。その

中で、給食も含めてどのようにしていくの

か。当然、保幼の関係もございますので、

そこも含めたもの全てをやはり考えて結論

を出していくということでございますので、

給食方法についてもその議論に乗るという

ことでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ありがとうございます。 

  そうですね、アンケートをしたときには、

親は給食にしてほしいと。でも子どもはお

弁当でいいという案だった。 

  それと、自校方式はおいしいんですけど、

配膳に時間がかかるのは嫌だと。休憩時間

がそんなことにとられたくないというのも、

例えばアンケートの答えだったようにも思

います。ここへ言いながらそう言っている

んですけど、でも、再配置によっては中学

校も自校方式になるかもしれないなという

のを今ちょっと伺ったわけでございます。

豊能町ってそのことで大きく変わっていく

んじゃないかなって思います。期待してお

ります。 

  次移ります。 

  病児・病後児保育の実現というのはね、

５年後を目指すと、平成２８年４月時点の

計画で出されているんです。以前も私ここ

で聞いたことがございます。もうそれが後

４年になってるんですけれども、やはり人

が輝くまちにするのは、若い人が安心して

子育てできる環境をつくるべきでありまし

て、その環境を整える一つの方法といたし

まして、病児・病後児保育を実現すべきだ

と思っております。 

  教育委員会では、豊能町子ども・子育て
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支援事業計画において、５年間の中で、医

療の専門家と連携して実施する計画を立て

ています。 

  計画の実施をうたう期限まで後４年とな

りました。その進捗状況について伺います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  お尋ねの病児・病後児保育ですけれども、

その重要性というのは十分に認識をしてお

るところでございますけれども、実施する

ために、保育のスペース確保とか、看護師、

専任の保育士、それから施設、人員確保等

の条件整備を行わないといけないというこ

ともございます。それと医療機関との連携

というのも当然必要になってくると。その

構築もしていかなあかん必要があります。 

  そのようなことをいろいろと考えてきま

すと、今の現状のままですと、やはりちょ

っと実施するのが困難ではないのかなと。

確かに、今言われました豊能町子ども・子

育て支援事業計画の中にそういうことをす

るということを記載をしておるんですけれ

ども、今、私はこの現状を見ますと、この

期間中にそういうことを実施するというこ

と自体はちょっと困難でないかなというふ

うに考えます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  そのときに、町保有の医療機関は、国保

診療所しかなく、計画が実現できるように

するとここかなというふうに、平成２８年

４月にお答えなんですけれども。生活福祉

部長にはどのように、生活福祉課におかれ

ましてはどのようにお考えですかね、この

ことについて。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  生活福祉部的に考えましても病児・病後

児保育については、町全体としては重要な

課題ではないかと考えてございますが、私

は国民健康保険診療所、これを所管してい

る立場で申し上げますと、やはり国保の施

設を、今利用というか、使用してというこ

とになりますと、施設面の相当の改修等が

必要になってまいるということもございま

して、今のところ実施は、国保診療所では

困難ではないかと。できるものではないと

考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  そうですね、きょうは全然実りがないで

すね。笑っている場合じゃないです。 

  将来に向けてのということで、私、思っ

たんですけど、若い人が安心して育つため

に、子育てができる環境というのは、やは

り昔のような家族形態ですと、親の親が見

るということだったんですよね。ところが

核家族世代になりまして、希望ヶ丘でもそ

うですけど、大体子どもたちが出ていって

ます。親だけがここに住んでいるのでね、

子どもたちは遠くで子育てするわけですよ。

そうすると、豊能町が好きで入ってきた若

い人たちも、若い人たちだけですわ。親が

いるから引っ越してきたという人もいるし、

また、子どもの近くに引っ越すので引っ越

しますという案件も、私も聞いているんで

すけれども、やはりそうやって、お互い近

くに住みながら助け合おうっていう家族も

あるんですけど、やはりそれだけではない

ですよね。そこを行政としてはどうやって
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見ていくかということが、若い人を来ても

らうには、こういうことをしてますよって

うたえるのは、どこも余り手をつけてない

んです。枚方ではしてはるんですけどね、

病児・病後児保育ということになるんじゃ

ないかなと思うんです。 

  厳しい面はいろいろとあります。東地区

においては、医療機関が今、月水金しかい

ないよという厳しい現実もある中で、さら

にこれをというのはかなり厳しいとは思う

んですけれども、もしね、病児が無理なら

ば、病後児だけでも見るというほうもあり

ます。それをやっているのもね、群馬県に

ある沼田市というところが、広報の中に織

り込んでらっしゃいましてね、こういうの

をやりますよと。若いお母さんたち、例え

ば、病気の後も見ますよ。病気の後を見ま

すよと。回復されてからね。熱のあるしん

どいときは、お子さん、やっぱりお母さん、

あるいはお父さんが、おうちの人がそばに

いるけれども、回復期というのがございま

す。保育所とかに預けますとね、いっぱい

伝染病をもらってきます。おたふくかぜと

かいろいろもらってきます。回復期も家に

いなさいねということになっておりますの

で、そこもずっとお仕事休むとなると、二、

三週間ずっと休み続けないといけないとい

う厳しい現実もあるわけで、そういう、ち

ょっと元気になったお子さんを豊能町が見

るよという施設をまたつくっていくという

ことも考え合わせていただきたいと思うん

です。 

  学校再配置によりまして、そういうのも

またできるのではないかなと思いますので

ね、ぜひ期待したいと思います。 

  私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁はよろしいですか。 

○５番（井川佳子君） 

  結構です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊鳴クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際暫時休憩いたします。 

  再開は１０時３０分といたします。 

（午前１０時２０分 休憩） 

（午前１０時３０分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  次に、イノベーションとよのの一般質問

を行います。持ち時間は質問及び答弁を合

わせて１００分とします。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  おはようございます。イノベーションと

よのの永並啓です。 

  それでは、最後の一般質問をしたいと思

います。 

  まず、いつも残ってしまうので、今回は

福祉問題からちょっと聞かせていただきた

いと思います。 

  今年度、高齢者にアンケートを実施して

おりますが、やはりあれ無記名でされてる

んですね。やはり僕は、予算のときも言わ

せてもらいましたけど、やはり無記名では

意味がないんじゃないかと。もうそろそろ、

漠然とした数字を把握するのではなくて、

具体的に、個々に対応していく時期に来て

いるんじゃないかということを提案させて

いただいてたんですけども、このアンケー

トを受けて今後どのように対応されていく

おつもりなのかお聞かせいただけますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 
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  今年度の高齢者アンケートにつきまして

は、第７期豊能町高齢者福祉計画及び介護

保険事業計画、これの作成のために実施を

させていただきました。内容的には、全て

の高齢者を対象とした、保健福祉事業全般

に関する総合的な計画でございます。高齢

者福祉計画と、それから、要介護高齢者及

び要介護高齢者となるリスクの高い高齢者

を対象とした介護サービスや地域支援事業

の基盤整備等に関する計画であります。介

護保険事業計画の作成のために実施をさせ

ていただきました。 

  この結果を受けてどのような対策を打つ

のかという御質問でございますが、まず、

高齢者福祉計画では、今回は特に、かかり

つけ医の状況や食に関する状況、及びその

意向。地域の支え合いの意識などについて

重点的な項目として訪ねております。 

  こうした項目も含めまして、回答いただ

きましたアンケートを地区別、年齢、階級

別、男女別、世帯収入別等々の組み合わせ、

クロス集計することによりまして、本町の

高齢者の実情に合った生活支援の対策を組

み立てるなど、豊能町の傾向を推しはかり

ながら、今後の高齢者保健福祉の施策に反

映させる予定としてございます。 

  また、介護保険事業計画につきましては、

介護保険事業計画作成のための手順として

の調査が主なものでございまして、厚労省

のガイドラインにより、向こう３年間、平

成３０年度から３２年度までの介護保険サ

ービスの事業量の把握と必要施設の検討な

どに活用するとともに、その必要量をもと

にして、今後３年間の介護保険料の算出を

行う基礎データとして活用するものでござ

います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ずっと言わせてもらっているのは、何か

参加している人たちっていうのは、複数参

加するんですよ。ここも参加して、漠然と

豊能町は公民館活動が活発だとかって言う

けども、そこは複数参加されている、総人

数では活発なんですよ。１人の方が幾つも

の団体に行くのでね。でも全くされていな

いという、ひきこもりの高齢者っていうの

も、結構僕はいると思ってるんですね。私

の周りにも数人、知っている人でもいはる

んで。それが豊能町全体になるとかなり多

いんじゃないかと。豊能町っていうのは、

結構なかなか経歴もすごい方とかおられる

ので、逆にそこが邪魔して、なかなか地域

に溶け込むっていうところができないって

いう方も、逆に豊能町は多いんじゃないか

というところをすごい気にしている。 

  そういった方は、やはり病気とか認知症

とかにも、やはり傾向としてなりやすい。

しゃべるっていう、コミュニケーション、

しゃべらなかったり、いろいろ運動もやは

り減ってきますから、そういった方をもっ

と引っ張り出すというようなところに焦点

を当てていかないと、もう元気な人ってい

ろんなところに自分から行きますから、逆

に言うともう放っておいてもいいぐらいな

んですよ。でも逆にそこら辺のところをも

うちょっと掘り出して、全部は出てこなか

ったとしても、もっといろいろ出やすい環

境というものをどんどんつくっていくとい

うことが、これからの福祉施策には重要に

なるんじゃないかと思ってるんですけど、

そこら辺、部長どうお考えですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 
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  議員おっしゃいますように、高齢化率が

今４０％を超えているというような状況の

中で、8,０００人以上が今もう６５歳以上

になっておられるというような認識をして

ございます。そのうち要介護、要支援の

方々が1,０００人といたしますと、約7,０

００人がまだ御健康といいますか、要支援、

要介護になっておられない方々ですので、

この方々をできるだけ地域で、健康で、住

みなれた地域でお過ごしいただくというこ

とが行政の責務の一つであろうと考えてご

ざいます。 

  そのために今、先ほど申し上げましたよ

うに、第７期の高齢者福祉計画等々、今計

画をしておるわけでございますが、そのた

めのアンケートといたしましては、やはり、

今おっしゃいましたように、回答率といい

ますか、回収率といいますか、これも上げ

ながら、地域を総体的にどう考えていくの

かというのが、今回の計画の趣旨といいま

すか本流だと考えてございますので、個々、

個人のひきこもりの方もおられますし、今

まで会社人であった方が地域人になるとい

うところのハードルといいますか、そうい

うところも非常に大事だと思っております。

それはまた違った形での施策を展開してい

く必要があろうかと思ってございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひとも残り7,０００人の方の中で、活

動している人というのは、僕は３分の１ぐ

らいかなと。もう、この豊能町の中でね。

それで、もっと大体半分近くの方は、そん

なに活発な活動というものをされていない

人って本当におるんじゃないかなっていう

ふうに、非常に感じるとこなんです。１人

で黙々とウオーキングされる方もいるでし

ょうけども、やはりコミュニケーションを

とったりとか、一緒にという、地域でです

よね、そういうことがやはりいろんな病気

の予防になるというのも、もう科学的にも

医学的にも明らかになってきてますから、

やはりこれから、今度、そういったところ

もいかに出やすい環境をつくるのか。 

  私が議員にならせていただいた当初から、

第２の人生スタートフェスティバルという

ものを提案させていただいています。それ

は何かというと、そういったハードル、会

社人が地域に溶け込むのに非常にハードル

が高い。もう既にでき上がってコミュニテ

ィーとか団体に１人で問い合わせて、入れ

てくださいっていうのは非常にハードルが

高いから、そういったのを一堂に集めて、

私たちはこういった活動をしています、こ

ういった活動をしています。そこのボラン

ティアの人がいてもいいと思います。ボラ

ンティアでこんなこともしていますってい

うのも言って、そこに定年した人、今何も

していない人が一堂に集う。そうすれば、

そこの中でも、私何もしてないんですよ。

一緒になったら入りやすかったり、そうい

う機会があれば入りやすかったり、それは

もう、どこでも、小学校、中学校でも高校

でもクラブでも一緒なんです。途中から入

るってすごい大変なんですよ。だからみん

な４月にクラブの勧誘があって、そこのと

きに入る。やはりそれのほうが、やっぱり

子どもにとっても溶け込みやすいっていう

のは、やはり人間というのは誰しもそうな

ので、そういったこともまた考えていただ

きたいと思いますけどもいかがですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 
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  今、議員がおっしゃったことも含めまし

てですけれども、行政だけでできることも

限界があろうかと思います。これは地域の

住民の方々、それぞれに今活発に動いてお

られますし、そういった活動といいますか、

事業といいますか、取り組みについても住

民の方々の自発的な活動にも期待をしてい

きたいと思ってございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひともお願いしたいと思います。 

  それで、住民のね、来るのはいいんです

よ。住民の活動にっていうのは。これから

の行政って、行政が積極的に動いて、全部

お膳立てをするという行政サービスではな

くて、枠組みをつくる、こういった旗振り

をする、こういったことがあるから参加し

てくださいよとか、もう既存の団体がいっ

ぱいあるわけですから、そういった場をつ

くる、その場所とかそういったところに力

を入れて、これから企画なりをしていくと

もっと地域の協力というのがね。地域から

全部出るのを待ってたらなかなか出てこな

いんですよね。かなりの人がいないと、何

か動かしてやろうとか変えてやろうという

人がいないと、やはり行政に何か言ってこ

うしたいっていう人って少ないんですよ。

そうじゃなくて、もうちょっと今、既存の

人の活動を、こういったものがあるからち

ょっと協力してもらえませんか。こういっ

たところでちょっとプレゼンしてもらえま

せんか、新入生の募集してくれませんかっ

ていうような場をつくるっていうような行

政サービスのやり方というふうに展開して

いかないと、多分職員の方の負担も減って

いかないと思うので、そこら辺はぜひとも

よろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、これは町政と教育にかかわ

ることなんですけど、ふるさと寄附ですね。

６月議会でその返礼品のリピート率という

ものを聞いたんですけども、それ以降何ら

かの調査をされているかどうかお聞かせい

ただけますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  前回、リピート率について御質問ござい

ました。その後、幾つかの事業者に、私、

直接聞いてみましたところ、そのふるさと

納税に、返礼品に使っている品物を買いに

来られる方おられるけども、その方がふる

さと納税をした人かどうか、それはわから

ないというようなことでございました。 

  どんな仕組みかというふうに担当に聞き

ますと、一部の商品を除きまして、寄附を

された方の個人情報は事業者に通知されな

い発注システムということになっておると

いうことでございまして、リピート率を調

査することは現状はできないというような

ことでございました。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  多分ね、その答えが来る、わかっている

んですけど、多分、それだとそんなにふえ

てないということなんですよ。もちろん、

ふるさと寄附をした人かどうかというのは

わからなくても、それが始まったと同時に

そこの売り上げ、お客がふえるかどうかで

わかるはずなんですね。試供品というもの

は。けど、出して、それで最初は知らなか

ったけどこういうものがあるんだな。じゃ

あ直接来ようかなという人がふえているか

どうかがそこでわかると思う。実際に。体

感としてね。だから、そこで多分すごいふ
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えていて、だからよくテレビで１回報道さ

れると、何かそこがすごいぐわーっと人が

集まるとか。最近暇で裕福な高齢者の方い

ますから、テレビで取り上げられたところ

を訪れる、旅行がてら。そういった人もふ

えているぐらいですからね。そういった影

響がないということは、余りふるさと寄附

の商品としての効果がまだまだ出てないの

かなという感じがするので、そこら辺はこ

れからもうちょっと働き方というものを考

えたほうがいいのかなというふうに感じま

す。 

  それで、教育委員会に関しては、ユーべ

ルホール、以前からふるさと寄附をしてい

ただいた方にチケットを配布するとか、年

間パスを配るとかというようなものを提案

していますけど、そこら辺は今どういうふ

うな感じになってますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  今、ユーベルホールにつきまして、ふる

さと寄附で応援をお願いしますというよう

な制度をやっていこうということで、今現

在もう準備をしておりまして、近々ホーム

ページ等にもアップをする予定をしており

ます。その中で、返礼品を贈るのではなく

て、寄附していただいた方には一定、１年

間とか、豊能町の自主事業を全て無料で見

ていただけるというような特典をつけてい

こうと考えています。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ちなみにどのくらいの寄附でそれを考え

てますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  目標は高うございまして、１０万円でご

ざいます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  何かね、豊能町ね、わかるんですよ、損

したくないというのがね、すごい出てるん

ですよね。それはわかるんですけど、まず

は経験、体感してもらわないと、来てもら

わないと。そしたらもうちょっと、じゃあ

１０万円だとそんだけ全てのパスかもしれ

ないけど、安かったら何公演かとか、もっ

と来てもらう、ただ、みんな、多くの人が

そうやと思うんですけど、チケットを買っ

て豊能町まで来なくても、ただやったら１

回見に行ってみよかとか、交通費ぐらいで

行けるんだったら行ってみようかという人

のほうが多いんですよ。だから、そういっ

た人をもっと対象にしないと、１０万円寄

附できる人っていったら結構な年収の方に

なってしまうので、やはりそこを対象にす

るんじゃなくて、まずは損してでもいいか

ら埋める、満席にする。豊能町でやってい

るイベントを見てもらうということを主に

していただきたい。だからそこはもう一回

再検討していただきたいんですよね。それ

でいかがですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  とりあえず今、これで始めたいと思いま

す。一応、年度の途中から始めますのでこ

れで始めさせていただいてみます。３カ月

とか寄附の状況見まして、制度変更はどん

どんしていきたい。皆さんに寄附をしてい

ただいて、ユーベルホールが愛されるよう
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になりたいなと思いますので、最初はこれ

で行かせてください。その後、３カ月等見

て、制度を変えていきます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  来ません、多分。やっぱ１０万は高いわ。

もうちょっと低くして、低い額で１公演で

も２公演でもとか、限定してもうちょっと

そういうふうに配らないといけないと思う

ので、ぜひとも次長おっしゃられたように

３カ月で見て、柔軟にどんどん修正して、

埋めるというところを大前提にして。 

  それでね、またおもしろいのが、長岡京

市なんかはね、もう返礼品やめたんですよ

ね。やめて、来たものは図書で使いますっ

ていうふうにしたんです。そしたら、８月

の段階でもう去年を上回っている、すごい

何千万かなって思ったら数百万ではあるん

ですけど、四、五百万だったのかな、それ

ぐらい、そういった、本来の趣旨に合わせ

ているような取り組みもありますから、ぜ

ひとももっと、でもそれをするためには、

それだけの目的をもっと明確に見せないと

だめですよね。中途半端に、ただ漠然と教

育に使いますとかじゃなくて、この図書館

ではこういった、今までこういったもので

こういったことで使ってますよと。それに

よって子どもたちこうですよっていうのが

見えてくるからそこに寄附が行くんですよ

ね。だからそれぐらいのものをつくって、

ユーベルのほうもＰＲしてもらわないと。

漠然と、ユーベルホール寄附してください

だけだとなかなかしんどい部分があるので、

いかに見せるのかということを着目してや

っていただきたいなと思います。 

  それで、続きましては、教育問題で、小

中一貫校の進捗ですね。 

  これは、先日からいろいろと出ておりま

すけども、これ、私が聞きたいのは、今年

度中にいろいろ決めるということですけど

も、役割分担がどこまでなのかなと思いま

して。教育委員会は場所とかまで決めてし

まうのか。例えば、吉川中学校でつくると

か。というのは、僕はそこは行き過ぎかな

と思っているんです。教育委員会がやるの

は、あくまでも、豊能町においては１小１

中にするとか、２小２中にするとか、そう

いったところまでを提案して、それに対し

ては、この場合はこういったリスクがあり

ますよ、こういったコストがかかりますよ

というのはいいんですけど、もう具体的な

場所まで、ここでこうというところまでは

ちょっと違うかなと思ってるんですけど、

そこら辺の、どこまで決める予定なのかお

聞かせいただけますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  総合教育会議で、町長のほうからそのよ

うな、２９年度末に方針をということであ

りました。基本的には、平成２８年３月に

出されました内容を十分吟味し、先ほど井

川議員からありましたいろんな、さまざま

な諸案も含めて、ソフト面とそれからハー

ド面、これは、教育委員会としての案であ

りますので、そこで町長部局と十分協議を

して、最終ハード面については予算が伴い

ますので、十分その辺は協議をした上で、

成案として、方針が出せればというふうに、

私は今現在考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  もうそれなら全然安心しているんですけ
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ども、その案には期待するんですけど、や

はり、内田部長に何回か聞いてますよね、

統廃合後の案というものを。それを決めて

から考えるというのじゃ僕は遅いと言って

いるんですけど、やはり今回、タウンミー

ティングの中においても、やはり学校がな

くなるということの怖さというのを漠然と

住民さん持っているんですよね。どうして

も寂れてしまうとかね。でも、そのまま現

状で残るならいいんですけど、残すってい

う方向性があるのであればいいんですけど、

どこかの学校がもしかしたら廃校でなくな

るというのであれば、その後のプラン、こ

んなことが考えられます。別に決定じゃな

いですよ。こういったことを考えています。

こういったことを考えてますみたいなプラ

ンというもの、だから有効に活用していく

んですよ、だからただ廃校のまま、そのま

まにしないですよっていうことを提示する

ことによって、またちょっと受けとめ方っ

て全然違うと思うんですよね。学校がなく

なって、ああ子どもいなくなって、ああ何

か地域が寂れるなっていうふうに感じるん

ではなくて、そのかわりにこういった使わ

れ方をするんだと。それやったらまだまだ

にぎわうよねと、まだそこから人が来るか

もしれないよねというふうな感じに変わる

と思うんですよ。そこら辺はもっと早い段

階でそういったプランをつくることが重要

かと思うんですけど、それに関しては部長、

どうお考えですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  永並議員のおっしゃるとおり、学校の再

配置の計画を発表するときに、学校の跡地

利用も同時に発表できたらそれは理想かと

いうふうには思いますけども、いつどこの

学校があくかということがわからないこと

には、やっぱり検討はできないだろうなと

いうふうに思っております。 

  学校再配置の計画ができ上がりましても、

学校の再配置まで３年とか５年とか何年か

はかかるというふうに思っておりますので、

その学校再配置のときに間に合うように、

跡地利用については考えてまいりたいとい

うふうに思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひともそれを、全部出さなくても、こ

ういう場で正式にこれがねと言わなくても、

こういった案というのはいろいろあります

というのは、どんどん内部で、ぜひとも議

論して、もういつ出しても、それなら豊能

町寂れていかないよね、この地域、学校が

なくなっても盛り上がるよねっていうふう

に地域の人が納得するような、すばらしい

案というものをつくっていただきたいとい

うふうに思います。 

  やはりこれ、よくね、失われた４年とか

いろいろ言いますけど、やはり僕、統廃合

おくれたことというのはいろんなことに弊

害をもたらしているのかなというふうに考

えています。何度も言いますように、２７

年度に検討する、２７年度中に方向性出す

って言って、２８年度も検討して今に来て

いるんですよね。もう中学校給食の問題も

そうなんですよ。もし、学校が、それが決

まっていたら、そこに自校方式できるんで

す。お金かけることだってできるんです。

でも、今は、先ほど次長が答弁されていた

ようにね、どうなるかわからないからそこ

にはお金突っ込めないという話になっちゃ

うんですよ。でもそれが、最初に計画がで

きてしまえば、ハードが、もうつくるなら

つくるでね、そしたらもうそこに給食施設
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つくることだって可能じゃないですか。逆

にもうそれは全くしないんだと、吉川中学

校でずっと行くんだ。そしたらそこに、も

うずっと行くって決まったんであればそこ

につくることだって可能です。でも今は、

何か、今後どうなるかわからへんからもう

全部、今はお金かけれませんというような

ね、すごい、何か計画がおくれるとここま

でいろんなとこに影響を与えるんだなって

思うと、すごい情けないというか悲しくて

しようがないので、ぜひとも全体を通して、

今年度中につくるっていうふうに池田町長

から指示されたということですから、池田

町長はね、統合したいというようなことも

前言っていたので、ぜひそんたくをして、

それに、ぜひそう皆さんが、多くの住民の

方が納得するような、豊能町の活性化につ

ながるようなものをつくっていただきたい

と、これに関しては非常に思いますけど、

教育長どうお考えですか 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  今、永並議員がおっしゃったように、本

当にさまざまな、児童生徒の減少、あるい

はそのほかのいろいろな教育課題というの

がありまして、不断の計画、検討をやはり

やっておくいうのが非常に大事かなという

ふうに私も思っております。いろんな課題

をみずから見つけて、それをいかに、課題

を克服するためにはどうすべきかというこ

とをやはり十分内部で検討して、そして成

案としてお示しをしていくと。それは時期

を逸しないようにできるだけやらなければ

ならない。そういう意味では、今回、町長

のほうから期限を切って、方針を出しなさ

いということでございましたので、それに

頑張ってまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  それでは次に、これも僕の質問、大体町

政と教育にかかわってくるんですけど、避

難所運営マニュアルですね。 

  昨日の管野議員の質問で、ある程度理解

はしているんですけど、その訓練、実際の

訓練ですよね。まずは職員の中でやってと

いうことですけども、住民に向けての訓練

の実施というものを、例えば、住民側が計

画していく可能性というのもありますよね。

そういった場合はどういうふうなサポート

とか、そういったものを考えておられます

か。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  避難所運営の訓練でございますけども、

これにつきましては、８月に各自治会やら

自主防の方々に集まっていただいて、マニ

ュアルの説明会いたしましたが、さまざま

な御議論、御意見いただきましたので、お

示ししたマニュアルをもう一度再考しまし

て、つくりかえましてですね、まずは職員

だけの訓練を今年度中にもう一度やってみ

たいと思っています。その後に住民の方々

も御参加いただいた訓練をやってみるとい

うことで、最終的なマニュアルの完成とい

うふうに持っていきたいというふうに思っ

ております。 

  今の御質問は、自主的に住民の方々が訓

練をしたいというような御計画をお持ちの

場合、それはもちろん防災担当の職員が協

力をして、ともに訓練はしてまいりたいと

いうふうに思います。 
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○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  やはり自主防災組織っていっても、まだ

できて１年、２年目ですからね、なかなか

どう動いていいかわからないところもある

し、積極的に頑張っておられるところもあ

りますから、やはりそういった、動こうと

しているところというのは、いいモデルケ

ースになるのかなと思うので、そういった

ところと積極的に活用ですよね。もう住民

と協力していろいろやっていくことによっ

て、新たな問題点なんかも見えてくると思

うので、そういった訓練って、もう回数し

ないともうわかってこないと思うんですよ。

だからぜひともそういったのは積極的に協

力をしていただけたらなと思います。 

  もう１点。なぜ教育問題にかかわるかっ

ていうと、こういった避難所の会議とかに

なるといろいろ細かいところを詰めていか

ないといけない。学校使うわけですからね。

そういったときに先生の方っていうのはど

ういう、積極的にかかわってくれるのかな

というところがちょっと疑問があって、以

前、ちょっと先生はもうかかわらないよみ

たいなことを聞いたこともあったものです

から、今の、ちょっと新谷教育長になって

からのスタンスというか、そこをちょっと

お聞かせいただけますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  済みません、防災担当からまず御答弁申

し上げます。 

  避難所の運営マニュアル素案を一応つく

ったわけでございます。このマニュアルに

は、学校の方々とは別途協議するというよ

うなことになってございます。 

  平成２７年２月に校長会がございまして、

そのときに避難所運営マニュアルを作成す

るためのガイドライン、これを説明したこ

とがございますが、学校の校長先生方は、

教職員は、まずは、生徒の安全や学力維持

に尽力するのが本来業務であるというよう

な御意見があったところでございまして、

実際の避難所の開設の際には、校長先生と

か教頭先生を初め、先生方にかかわっても

らわないとできないことが多いかもしれま

せんけども、今現在、町の計画上は、学校

にかかわってもらうということにはなって

おりません。 

○副議長（高橋充德君） 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  阪神大震災のときにも各学校が避難所と

いうことで、緊急時にされました。その点、

そういうときにおいて、先生方、また補助

先生や教頭先生方、本当に御尽力いただい

たというふうに感じております。 

  今の総務部長が申しましたとおりだと思

いますけども、緊急時においては、やはり

なかなかそのとおりには行かないだろうな

というふうに思っております。そこは、や

はり学校を預かる校長、教頭、また先生方

の意思あるいは状況によっては十分対応し

なければならないのかなというふうに思っ

ております。 

  しかし、そうは言っても、いつまでもと

いうことではなくて、いつも言われてます

けれども、早目にそういう状況を脱して、

子どもたちがいち早く本来の学校の教育活

動ができるように最善の努力をしていくと

いうのが大事かと思いますし、先生方もそ

れに向かってやっていくというのも理解を

しておるところでございます。 

  以上でございます。 
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○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  当然ね、先生の役割というのは、学力の

維持向上というのはわかるんですけど、こ

の問題ってね、日本全国でもうこれだけ災

害がふえてきたと。それで、東日本大震災

のときは先生の判断で多くの子どもたちが

亡くなったとか、そこで裁判起こっていた

りとか、そういう事例が発生しているとい

う日本の実情があるんですよね。そういっ

た中で、それとは別に避難の仕方とか、命

を守るためにっていうのは、やはりそこは、

そんな頻繁にそんな会議ってあるわけじゃ

ないんですよ。自主防といっても住民の皆

さんがやっているわけですから、あったっ

て月に１回、何カ月に１回、先生が一緒に

かかわるっていったら本当に毎週なんてこ

とはないわけですね。だから、やはりそう

いったときでも、実際に避難所に何かあっ

たときにね、子どもたちを連れて、避難所

である体育館に来ないかんわけですよね、

どうしても。そしたら、そこでのある程度

の割り振りというのは、やはり住民だけの

想定だったらいいんですよ、夜間とか。で

も昼間の時間帯で子どもたちが学校にいる

ってなったときのことも一応は考えておか

ないといけない。そういったことの訓練だ

けはやはり、もうずっと学校にいて、そこ

で、そこに子どもたちは別に物資とかを配

るんだというのもいいんですけど、そこら

辺を決めるところまではやはり参加して、

いろいろとまとめていっていただかないと、

ちょっとぐあい悪いん違うかなと思うんで

すけど、そこら辺、部長どうお考えですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  子どもたちが学校にいる時間帯、このと

きは、当然学校のほうで対応していただく、

当たり前のことでございますけども、いざ

その体育館を避難所として活用する場合、

これはやはり自主防でございますとか町で

ございますとか、そちらが中心となって避

難所を運営するということになろうかと思

います。 

  その避難所の中に子どもがいることもあ

ります。学校が再開しないでしばらく授業

をやらないということもあろうかというふ

うに思います。そのときは、当然学校のこ

とを一番御存じなのは学校の方々なのでお

助けをいただくということはあるでしょう

が、学校が再開しまして、子どもたちがま

た授業を受けるというような折には、当然

学校の先生方は子どものために働いていた

だくということになろうかというふうに思

います。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  もうよくわかります。だから、そこの、

もう線引きを決めるときの議論のときには、

代表の方でもいいんで、教育委員会からも、

例えば光風台小学校で避難訓練をするって

なったら、避難所の、避難所運営マニュア

ルっていろんなものを決めていかないとだ

めなんですよ。鍵をどうするのとか、どう

いったときはこうする、誰がどうするって

いうのを決めていかないといけないので、

そういったときは誰か教育委員会のほうか

らも１人代表の方が出て、そういった会議

には参加していただきたいと思うんですけ

ど、そういったのは可能ですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 
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  お答えいたします。 

  具体的なケースについては、まだちょっ

と詳細はわかりませんけれども、当然、学

校のさまざまな危惧、あるいは施設設備に

ついては学校長が一番よく把握をしている

ということでございます。 

  その辺、町とも十分協議しながら、どの

対策が、対応がいいのかいうのを今後考え

てまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  豊能町でね、すごい洪水、津波が来ると

かっていうのも考えにくいし、震災って言

っても阪神大震災のときでも家はつぶれま

せんでしたし、南海トラフも想定されるの

はそれよりちょっと上のほうっていうのを

想定されてますから、なかなか、ほかの地

域が被害に遭われているような状況という

のは想定はしにくいですけども、これは、

自然災害ばっかりは、どこで何が起きるか

わかりませんしね、もしかしたら北朝鮮か

ら変なもの飛んでくるかもしれませんので

ね。だから、そういった起こらないという

前提で動くのではなくて、今はもういろい

ろと準備をしていかないといけないような

時代になってますから、ぜひとも先生方も

そういったところには協力していただけた

らなと思います。 

  続きまして、教育問題ですね。 

  ６月議会でちょっと、昨年起こった小学

校での事件についての総括で、教育に関す

る事務の管理及び執行の状況の点検評価報

告書のね、点検についても、全協の中でも

ちらっとお聞きはしたんですけど、その中

で聞いていると、昨年の文章に訂正すると

ころはないというような感じの理解でいい

のかなと。それだけを見ると、昨年８月に

評価するまでは学級崩壊もなくて、普通に

授業ができていて、当然暴力もなくて、教

育のまちとして豊能町は教育のまちだって

自信を持って言えるような状況だったとい

うふうに見えちゃうんですよね。ほかの人

がぽっと読むと。というような理解でいい

のか。 

  それで、こないだの全協の話では、この

１年で大きくふえているんですよね。それ

までは何もなくて、この１年では暴力事件

が二十何件あったというようなことになっ

てるんですけど、そういう理解で本当にい

いんですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  平成２７年度の点検評価の文書と、それ

から現実の問題どうだったかという御質問

でございますけれども、当時の状況につい

ては、教育委員会の教育審議会のほうで所

管をしておりますので、その辺の校内のさ

まざまな生徒指導の課題、問題については

そのように理解をしていると。 

  ただ、その後、さまざまな子どもたちの

課題、あるいは生徒指導上の問題が起こっ

てきているということで、ただ、厳密に申

しますと、なかなかあの表現を全て正しい

かどうかいうのはちょっとなかなかわかり

にくいとこがありますけれども、しかし、

そこまでの平成２７年度の時点では、その

ような認識を持っていたということでござ

います。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  やはり僕、そこら辺から予兆というかね、
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そういったものは出てきてて当然だし、も

うそこら辺がね、全然触れられてないとい

うとこがね、非常に気がかりなんですよね。 

  というのは、昨年度の、どこだったかな、

兵庫教育大の鈴木准教授ですね、この人が、

何て言っているかというと、２８年度のと

きは、２９年度、今年度に関しては、校内

での暴力案件が見受けられることが懸念さ

れるということを明確に書いてるんですよ

ね。昨年度のときは、全く触れられてない。

いじめ、不登校の開催をしているし、学校

支援員の配置などを積極的に行っている、

ただ、不登校に関しては継続して問題とな

っているぐらいしか書いてない。それで、

このときの評価に関しても、残された課題

のとこにも、別にこういったことが重要度

の問題は別にして、僕は重要度が一番やと

思ってるんですけど、上位に来ると思って

るんですけど、残された課題のとこでも、

毎年書いてあるような、いじめを許さない、

人権意識の高い児童生徒の育成とか、中学

卒業後の生徒への支援とか、そういったこ

とは毎年書かれていることで一切触れられ

てないんですよね。そういった予兆もなか

ったっていうならいいんですよ。でも、僕

は、そこら辺が、全く、教育委員会のとこ

で、先生にも伝わってないん違うかなとい

うところが非常に懸念されるんですよね。

そしたら、もうちょっと組織のあり方って

いうものを抜本的に見直さないといけない

時期が来てるんじゃないかなというふうに、

非常に感じるんです。大体、何かあったと

きに、すぐに事実を認めて謝罪してたら大

事にならないケースって多々あるんですよ。

何かしょうもない、何か、誰もが疑うよう

な言いわけをする、最近であったら、何か

一緒に泊まっても一線超えてないっていう

ようなこと言われた人もいるから、そんな

ん大人が一線超えてないって、パジャマで

何してたんっていうような感じで、ワイド

ショーでおもしろおかしくとられるわけで

すよね。普通にあったことを事実として認

めて謝罪するという姿勢というものは、特

に我々政治家であったり公務員の方には非

常に重要だと思うんですよ。だからそこら

辺がどうしてもしっくり来ないんですね。

僕は、去年は、やはりそこはミス、間違い

として、そこら辺はちょっと認識不足でし

た。そこら辺はもうちょっと事実を丁寧に

説明すべきでした。これから注意します。

これからこうしていきたい。もう教育長も

次長もかわったわけですからね。そういっ

たふうにするとすんなり、すっと入るんで

すけど、そうじゃなくて、去年は、そうで

も問題なく迎えることができたけども、こ

としに関しては、学校で暴力が二十何件、

いきなり出てきました何てことを聞くと、

やはりそこで、何か隠しているんじゃない

かとかね、そういうふうに疑っちゃうんで

すよ。やはりそこは、事実というのは、ど

こで、じゃあ組織の中で、学校でとまって

いるのか、学校が上に上げないようにして

いるのか、教育委員会が先生に評価に当た

って、先生に情報を伝えないようにしてい

るのかっていうところは、やはり僕は明確

にしておく必要があると思うんですよ。最

初に伝えておくと、結構ね、ああそうかと

いうふうに、これから気をつけてねってい

うだけで済むんですけど、そこで疑義が残

ることを聞くと、いや、じゃあいろいろと

調べてみよかとか、ほかでもこういう事件

があるからほかの市町村どうかなとか。そ

ういうふうになるんですよ。 

  だから、そういう点から踏まえてね、今

回の件で、どこの段階で情報というものが

一番伝達がね、とまったというように思わ

れますか。 

○副議長（高橋充德君） 



 3－28 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  今回、昨年の１２月に起こりました事案

につきましては、私は学校長のほうに、ま

ずは事実関係を早急に把握してくださいと、

それは事実のみをしっかりと把握すること

ということを言いまして、直ちに把握でき

た段階で保護者のほうに説明をしてくださ

いということで、学校長のほうは次の日に

保護者会を開いて、こういう事案がありま

した。ただ、若干内容が違った分、誤認が

ちょっとあったようでありますので、改め

てそこで学校長のほうが調べて、再度それ

を説明をしたということで、私としては、

さまざまな問題があったときには、できる

だけ早く事実を把握して、必要に応じて関

係者に説明をするという姿勢がやはり、議

員がおっしゃったようなことが最も大事か

なというふうに思います。それなくして次

のステップがないだろうというふうに考え

ております。今回もそのステップを踏んで

やってきたつもりでございます。 

  今回、２７年度と２８年度については、

若干私も、大変言いわけになりますけれど

も、なかなかその点について、遡及してチ

ェックをできるかというのは、ちょっとな

かなかできなかったので、今後、我々とし

てはきちっとその姿勢をやってまいりたい

というふうに思っております。どうぞ御理

解いただきましたら大変ありがたいと思っ

ています。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  やはり、僕は一番教育長に期待している

のはそこなんですよ。昨年度のことは仕方

ないけども、そこから全部、体質というか

そういったものを全部改めていく。やはり

そこで全部出して、問題点を、そのときに

責められてもそれで終わることが、後々、

何かどこかちょっと余りばれないように、

オブラートにつつんで表現しようとか、そ

ういったことを考えてしまうといろいろと

残ってしまう。ずっと私も聞きたくなって

しまいますしね。もし、例えば、２８年の

評価のときにね、人間関係が膠着化してい

て、こういった問題も起こってしまうとい

うことがここで出ていたら、そういった懸

念される残された課題なりにも出ていたら、

町長のタウンミーティングなんかで言うの

も、今、タウンミーティングでもどうです

か、再配置どうですかとしか聞けないです

よね。そうすると、住民の方もいや地域が

寂れるとか、子どもにとっていいものを考

えろとか、漠然とした答えしか出ないです

けど、今現実的にこんな問題が起こってる

んです。だから単学級はだめなんですとい

うことまで踏み込むのと踏み込まないでは、

住民の意識も違うんですよね。そこに来た

意見をいう人もね。そこまでのことが起こ

っているのであればというふうにまた話の

内容って変わってくるんですよ。やはりそ

ういう事実を、あるごとにちゃんと正確に、

誰もが共通して理解できるように伝えると

いうことは、どんな、教育委員会だけじゃ

なくて全ての組織でね、非常に重要なこと

ですので、そこだけはもう徹底して行って

いただきたいと思います。 

  それでは、続きまして、６月議会の答弁

であった授業スタンダードですね、これを

他校へ展開、どういうふうに考えておられ

るのかちょっとお聞きしたいんですけど。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 
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○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  今年度より豊能町の独自の学力向上プラ

ンを作成いたしまして、各学校の学力向上

に努めてまいるということで方針を出して、

現在進めておるところでございます。 

  そんな中の一つとして、豊能町授業スタ

ンダードというのをつくっていこうという

ことで、これはもう既に各学校である一定

のところの、学校ではもう既にできておる

と。それを豊能町版にしてはどうかという

意見がありましたので、ぜひそのあたりを

集約をして、最大公約数いうものをやって

いこうということで、今現在進めておりま

す。 

  それは、豊能町の学力向上担当者会とい

うのがありまして、各小中学校の先生方の

担当者並びに指導主事、それから町の学力

向上指導員が構成しておりますけども、そ

のメンバーで今現在作成中でございます。 

  一応、これについては、既に各学校の授

業スタンダードを持ち寄って、町として共

有していこうとする目標や、あるいは授業

づくりの共通項を豊能町の授業スタンダー

ドとして整理して作成しようと思ってます。

一応２学期末をめどに完成をして、できれ

ば３学期途中もしくは来年度からというふ

うに考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひともね、教育委員会には、そういう

リーダーシップをとっていただきたいんで

すよ。いろいろと、いろんな学校で試した

ことで、最大で一番いいのは、豊能町に合

ったのはどうか。いずれ再配置も考えるの

であえばそれを行っていくわけですから、

やはりそういったものを他校へどんどん展

開していただきたい。 

  これまでというのがね、何回かこのこと

は言わせてもらってるんですけど、例えば、

学校、今では当たり前のサポーター制度あ

りますよね。あれも、吉川小学校の、当時、

次長もされていた佐久先生がされて、それ

でいいんだったらほかにも展開してはって

言ったけど、それは学校ごとでというよう

な教育委員会の答弁で、佐久先生が光風台

小学校の校長になって、そこでも展開され

て、今ではいろんな、もう全町的になって

いる。それで、春の時期の運動会もそうな

んです。吉川小学校が一番先なんです。そ

の理由は、２学期はいろんなイベントがあ

るし、２学期にすると練習が夏になるから、

１学期はイベントが少ないからということ

で吉川小学校が始めたんですね。そういっ

たことを言っても学校任せにする傾向が非

常に強いですよね。学校の校長の裁量でと

かというのが、今まで非常に多いんですよ。

やはり、それやったら教育委員会ってどう

いう役割かなっていうふうになってしまう

ので、やはりいいというものはぜひほかの

学校に、もっとこういったふうにやりなさ

いというふうなリーダーシップというもの

を持っていただきたいと思いますけど、い

かがですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  基本的には、学校と教育委員会の、いわ

ゆる所管事項というのがございまして、こ

れは地教行法に書いてございまして、その

考えをまず基本に置かなければならないい

うのが一つ。 

  それから、もう一つは、この間、地教行

法の考え方としては、できるだけ校長先生
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に裁量権を拡大していこうと、これは、当

然、地域と密接につながっている、あるい

は保護者と密接につながっている学校が直

接教育課程をつくり、そしてその中身をそ

の地域の方々と十分やっていこうというこ

とで、そういう校長先生の権限の拡大をず

っとこの間やってまいりました。 

  しかしながら、当然、教育委員会としま

しても、町全体としてものを、見方として

は重要なことと思っておりまして、毎年度

４月当初に豊能町の教育基本方針というの

を作成し、また、今年度から学力向上プラ

ンを全町的にやるとか、そういうふうな、

全町的にやるということについては、教育

委員会がリーダーシップを持ってやってま

いりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  やはりね、これから考える再配置におい

ても、今まで議論してきたメンバーって、

先生の方結構多いんですよ。中に入ってい

る中で。一般住民の方っていってもＰＴＡ

であったり一部の人たちだけなので、やは

りそういった中で現場の声を大事にするの

もいいですけど、ときに、上からのリーダ

ーシップがないと進まないことって多々あ

ると思うんですよね。やはりそこをこれか

ら、新谷教育長も誕生しているわけですか

ら、ぜひともそこら辺は積極的にしていた

だきたい。 

  それで、やはり僕は、ここの町が生き残

るのは、もう教育でしかないと思ってるん

ですよ。それも普通にやってるんじゃなく

て、やはりどこからもすごいねって、その

教育を受けたいから豊能町に来るんだよっ

ていうような人をふやさないと、そのため

にはやはり幼稚園の民営化というのを考え

ないといけないのかなというのは、今、世

間ではもう３歳から５歳が一番変わると、

能力が決まると。昔のことわざでも、三つ

子の魂百までという、昔は脳科学もなかっ

たのに、よくそういうことが言えたなって

いうぐらい、それだけ経験をしていたわけ

ですよね。ところがやはり幼稚園というも

のは、なかなか公立の幼稚園って変化が遅

い。もう民間の幼稚園だと夏休みだっても

う４０日なんて休んでないですからね。２

０日から授業で、７月も７月いっぱいは夏

季保育とかやっていて、もう実質休みって

２０日ぐらいしかなかったりするわけです

よ。やはり、ほかのところの私学の幼稚園

というものは、そういうふうに特徴を捉え

て、いかに子どもの才能を伸ばすかという

ことで、親たちが判断できるんですね。こ

ういったとこに通わせたいと。その選択肢

として、当初はひかり幼稚園も他市町村か

ら来てほしいって言ってつくっているはず

なんですね。でも一切ないですよね。ほか

のところからひかり幼稚園に行きたいって

いう人っていないんですよ。やはりほかの

ところは、能勢であってもここから通う人

もいるし、ＹＭＣＡのところの通う人もい

るし、やはり特色を出すことで子どもの才

能を伸ばしたいっていうのは、あとは親が

考えることですけど、そこら辺の選択肢が

ふえるような教育をつくっていただきたい

と思います。これを提言として、私の質問

を終わります。ありがとうございました。 

○副議長（高橋充德君） 

  次に、橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  おはようございます。４番イノベーショ

ンとよのの橋本です。任期中最後の質問と

なります。理事者の皆さんには、誠意ある、

望みのある答弁をぜひともお願いしたいと
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いうように思いますので、よろしくお願い

します。 

  まず冒頭、昨日からずっと皆さんがおっ

しゃってますけども、６月２０日から７月

１５日に開催いただいたタウンミーティン

グ、本当に、町長を初め、理事者の皆さん

には御苦労をおかけしたなと思います。本

当にありがとうございました。 

  昨日の高尾議員の質問時に、町長の感想

を述べられていました。それを聞いていて、

私自身共感する部分もありました。 

  ただ、やっぱり現状のように、住民の方

は行政がリーダーシップを持ってやれとお

っしゃる。ただ、行政は行政で住民主導で

とおっしゃる。そういうことをずっと進め

ていてもなかなか前に進まへんのちゃうか

なと、正直感じたところです。やっぱり、

住民は住民主導でやらなあかんなというこ

とを感じていかなあかん、もう時代になっ

ていると僕も思ってます。 

  ただ、行政は住民主導の活動をいかに支

援していくか。では、先ほどもあったよう

な枠組みをつくっていくかというところに

やっぱりしっかりと注力をしていただきな

がら、住民主導が進むような取り組みをお

願いしたいなというふうに思います。 

  ぜひとも、池田町長は、タウンミーティ

ングでいろいろなこと、御意見がありまし

たけども、しっかりとそれを受けとめてい

ただきながら、前向きな取捨選択をしなが

ら、今後の行政運営にぜひとも反映をいた

だきたいと思いますので、よろしくお願い

をしたいと思います。 

  それでは質問に入らせていただきます。 

  ちょっと順番は変わりますけど、まず保

育教育関係から行きたいと思います。 

  昨日から小中一貫、また学校再配置につ

いては、今年度をめどにある程度の方針は

固めていくというふうな答弁がありました。

ですので、余りここの点については見守り

たいなというふうに思っていますけども、

ちょっと何点か。今年度方針を固められる

ということに対して、今後のね、例えば、

３月末に向けた進め方、当然、ある一定の

答申というものは既にいただいてますけど

も、あと、例えば、再度保護者なりそうい

う有識者なり等々を含めた中で、どういう

ふうな進め方をするのかについて何か決ま

っていることがあればお伺いしたいと思い

ます。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  進め方の御質問でございますけれども、

一応、これまでに何度か、平成２８年３月

もありますし、それから平成２５年も教育

委員会でもありますし、また、西地区の再

配置というものもありますし、ここ、私が

記憶する限りにおいて３度各地域の方々あ

るいは学校関係者、さまざまな方が寄って

いただいて、やはり子どもたちの人数が減

っていくということで、どうすべきかとい

うことで議論をしていただきました。それ

はそれなりに一つの方針をずっと、ある一

定一つの方針を貫いておられるのかなとい

うふうに感じております。したがって、そ

れを土台にして我々は、具体的なところも

十分チェックをして、方針案をつくってま

いりたいと思います。もしその方針をつく

って、町長部局と十分協議して、一定の案

ができましたら、ＰＴＡ並びに地域という

ふうな形を考えております。それまでにと

いうこと。それでは、なかなか案がないの

に議論が進まないというふうなタウンミー

ティングもございました。私もそれはなる

ほどなというふうに思っておりまして、そ
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ういう方向で進められたらなと、今私のほ

うでは一応考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今、おっしゃったように、過去の議論

等々を踏まえるとね、ある程度の議論とい

うのは出尽くしてるんじゃないかなという

ふうに思いますけども、やっぱりその辺で

抜けている観点がないかとかいうようなと

ころをやっぱりしっかり見ていただきたい

なと思いますし、やはり多分この手の話で

は、学校の、例えば、ハードの設備の問題

とか、あと学校の先生の問題、そのあとの

地域が廃れるとかいうような問題が多々あ

るんやけども、やっぱり一番の大前提は、

子どもたちにとってどうすることがいいの

かということをやっぱり一番に考えていた

だきながら、先ほども出てましたけども、

やはり今後の跡地利用をどうするかという

こともあわせながらぜひとも考えていただ

きますように、よろしくお願いをしたいと

思います。 

  １点、池田町長ね、今年度中にせえとい

うことで、非常にそういう意味ではスピー

ド感を持った対応をしていただいたなと思

いますし、多分、そういうようなある程度

の方向性というのをやっぱりもう決める時

期に来ているというのは、もう何度も私も

申し上げたとおりです。 

  ただ、１点、ちょっと気になるのが、当

然、方針を固め、今後それを実行していく

ということに今度なっていくと思うんです

よね。それが多分池田町長の任期中にでき

るのかどうかということは非常に難しいと

こかなと思いますけども、その後のスケジ

ュール感というのは、ある程度のイメージ

というのは持っておられますか。方針がこ

の３月までにある程度固める、それを動か

していくに当たってどのようなイメージを

持っておられるかということについてお聞

きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  今、御質問いただきましたスケジュール

的なもの、いわゆる今年度末以降というふ

うに理解をしておりますけれども、基本的

には３末の段階で、ある一定、こういう方

針で、こういうタイムテーブルでというふ

うな形が示されたら大変ありがたいなと。

町長から申されたのは、ある一定、時期を

明示しながらやっていかなければ、先生方

も地域住民の方々も十分それに対して対応

が難しいだろうということで、できればそ

の方向で、町長の意向を受けて、そのよう

な方針を取りまとめていきたいなというふ

うに考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきたいと思います。 

  教育の問題でございますので、教育長さ

んといろいろとお話をさせていただいてお

ります。基本的には、私、前回のときも、

教育委員会にはできるだけ触れないように

ということでございましたけれども、今回、

教育大綱ということで、教育委員会といろ

いろと話し合いをさせていただきました。 

  その結果、私は今年度、２９年度にきち

っとした大綱を出しましょうやと、これは

何年、何年ということも決めていきましょ

うということは話し合いの中でお願いをし

いております。 
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  がしかし、この問題につきましても、住

民の皆さん、そして保護者の皆さん、それ

ぞれの皆さんがついてきていただかなくて

はならない問題でありますので、これをし

っかりとついて来ていただける案を出して

いきましょうということで話し合いをして

いるというところでございます。一番の大

きな問題はここだというふうに私は思って

おりますので、いかにいい案を出しまして

も、ついてきていただかなければどうにも

ならないという大きな問題を抱えておりま

す、いうふうに教育長とはお話をさせてい

ただきながら結論を出していきたいという

ふうに思っておりますので、よろしくお願

い申し上げます。 

  以上です。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  多くは聞きませんけども、ただ、今町長

おっしゃったようにね、確かにこれ難しい

問題です。僕が一番危惧しているのは、当

然３月末までにある程度の方針を固められ

る。多分そこから再度の議論をするのか、

また、もしくは当然地域への説明をしてい

くということが多分出てくると思いますね。

それを踏まえたら多分２年、３年はかかる

のかなと思いますけども、ただ、その間に、

また町長の次、改選がね、出てくる可能性

がありますから、その辺も見据えた上で、

今の池田町長の間にそこをゴーかけるのが

いいのか、多分またそれを次に送るとなる

と、またある種違う考え方になったりする

ので、私自身の思いは、できれば池田町長

のうちにある程度の方針を決めて、もう実

行にかかっていくというふうなことで、多

分そう思っていただいていると思いますけ

ども、ぜひともそのような進め方でお願い

をしたいなというふうに思いますので、た

だこれも難しい問題ですから、慎重にせな

あかんことはあきませんけども、やはりそ

ういうような、少子化が進んでいる、また、

そういういろいろな意味でもね、教育的な

問題もありますから、その辺はスピード感

を持ちながら慎重にやっていただきたいな

というふうに思いますので、よろしくお願

いします。 

  この点について、先ほどもあったような

跡地利用のこともね、多分一方では出てく

ると思います。多分そういう意味で行くと、

多分その跡地をどうするか。内田部長はあ

る程度の方針が決まり、その建物をどうす

るかということも含めて、並行というより

もちょっと若干後追いでやりたいというふ

うなことで、先ほどそういうふうな趣旨で

お話をいただいたかなというように思いま

すけども、ぜひともそれを進めるに当たっ

ては、ある程度、今、例えば想定される使

い方というのは多分ある程度いろいろとあ

ると思うんですよね。そういうのを、例え

ばさらなる教育の充実に使うのかとか、そ

ういうことを、何度も質問で出てますけど、

高校なり専門学校なり誘致するのかとか、

例えば役場の本庁として使うのかとかね、

多分いろんな考え方があると思うので、多

分それは、何というのは当然決まりません

けども、ある程度の想定なりイメージをし

ながら、やっぱりそれの可能性というのは、

やったらどこがそれに向いているかとかね、

いうようなことはやっぱりぜひともお願い、

考えながらやっていただけると思いますけ

ども、しっかりとその辺はイメージをしな

がら進めていただきたいなというふうに思

いますので、多分一旦これを、ある程度の

方針を決め、実際の設備投資をしとなって

くると、なかなか後戻りもきかないと思い

ますので、その辺はぜひとも慎重にやりな

がら、より効果的に、また、地域が活性す
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るようなことも含めて、お願いをしたいと

いうふうに思いますので、答弁は結構です

ので、ぜひともお願いをしたいと思います。

よろしくお願いします。 

  それと、小中一貫校ってここで書いてま

すけども、１個、小中一貫教育もね、当然、

きのうの答弁の中では並行して３月末まで

にということになっていると思いますけど

も、やはり、教育の方向で行くと、やっぱ

り特色のある教育プログラム、特に教育力

日本一を目指すということですから、それ

は、勉強だけではないというのは、池田町

長も何度もおっしゃってますけども、特に、

勉強の段において、やっぱりほかと違うよ

うな特色のある教育ということはね、やは

り取り入れていく必要があるというふうに

思うんですよね。我々の会派も言っている、

そういう東山泉のようなことも、多分、あ

のまねをする必要はないですけども、すご

く、ぱっと外から見たときに、普通と違う

なっていうのがぱっと目で見てわかるよう

なことをやっぱりされてましたので、やっ

ぱりその辺の含めて、いろんなものを見な

がら、多分視察なり勉強というのは、研究

はされておられると思いますけども、やは

りしっかりと、ほかと違う、だから子ども

らの学力が高いんだというふうな、やっぱ

り結びつくようなことをぜひともお願いし

たいなというふうに思いますので、その点

についても、なかなか時間のない中ですけ

ども、しっかりと教育現場、教師の方々と

も連携をしながら、やはり今までの枠に捉

われないような考え方というかね、やっぱ

り今のこの世の中を生きていくには何が必

要なのかという、実際の生活力というか、

生き抜く力を養うという観点でも、ぜひと

もお願いをしたいなというふうに思います

ので、よろしくお願いをします。 

  次に、中学校給食の点です。 

  教育に関する例の点検評価報告書を見る

と、平成３１年度以降の給食委託業務の契

約更新を円滑に行うというふうに書かれて

おります。これについてどのような検討を、

進め方をするのかということについてお聞

きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  中学校給食、先ほども申しましたように、

当分このままの方式を使っていきたいとい

うふうに思っておりますので、当然、契約

期間が３１年３月までになりますので、早

い段階からプロポーザル等をしまして、次

の業者を決めていくということで、その準

備に遺漏がないように進めていくというこ

とでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この上でいくと、今までどおりの方式と

いいますか、やるということ。それで、た

だ業者は変わるかもわからへんという意味

合いでよろしいですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  やはり行政として契約をしていきますの

で、今の業者に随意契約ということはちょ

っとなじまないというふうに考えておりま

す。今言いましたように、プロポーザルと

いうのがやっぱり一つの手法だと考えてお

りますので、今言われましたように、業者

変わることもあり得るということでござい

ます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 
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○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり一番気になっているのはね、や

っぱり食事をするという意味と、やっぱり

栄養摂取というかね、いうようなところで、

やっぱり今その、僕自身は何で残すんかな

と、それは逆に、以前にも申し上げました

けど、学校でも残すなという、僕は教育を

すべきちゃうかなって思っている派なんで

すけどね、ただ今の時代になじまへんとい

う話なので、そうなのかなという点もあり

ますけど、やっぱり食事を、量なり栄養な

りというようなところを、やっぱり、特に

今、成長著しいときに、量的にも栄養のバ

ランス的にもとれないということ自体がね、

やはり本来の学校給食との意味合いとは全

然変わってくると思うので、やはりその辺、

次、再度検討される段においては、やはり

そのあたりも含めてやっぱりしっかりと改

善をしなあかんし、子どもたちが最低限や

っぱり残さずにしっかり食べるいうことが

最低限やと思いますけどね、やっぱりその

辺が要るのかなということと、あともう１

個は、今の業者さんとの契約が５年間にな

ってますけども、次、今これからの学校の

再配置なりも含めて考えると、多分５年に

なると長いような気はするんですよね。次

の契約ね。そうなったときに、その辺の年

限も含めてどのように考えておられるかに

ついてお聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  次の契約ですけれども、これから出す方

針が何年先っていう、先ほど町長も言って

ましたように、いつにどうする、いつにど

うするという年限を含めたものを出します

ので、それに合わせていこうというふうに

考えてます。ただ、契約自体ですね、例え

ば５年として、６年目になるということに

なっても、５年で１年随契させてもらうと

いうような形で、５年以上の契約はないな

というふうには思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  あと１個ね。これはもともとこの中学校

給食を始めるっていうときに、多分、議員

の多くは、どっちか言うたら親子方式を、

どっちか言うたらイメージしていたと思う

んですよね。結果としては違うかったとい

うことなんやけども、やはりもう親子方式

というのは、今言う学校再配置も視野に入

れながらやけども、それを検討するという

ことはもう基本的にないということですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  親子方式というのは、今の状態で、３１

年度から親子方式はどうかということでご

ざいましたら、今、先ほども申しましたけ

れども、やはり給食の方法がころころと変

わるというのは、余り教育現場においても、

子どもたちについてもよくないと思ってお

りますので、今度の学校の再配置、ハード

面が決まるときに改めてどうしていくかを

根本的に考えるということで、今現在はこ

のまま進めていきたい、そのように考えて

ます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  多分ね、子どもらは混乱しないと思いま

すよ。逆に子どもらは、聞くと、やっぱり

今の中学校の給食よりも小学校の給食のほ

うがおいしかったと。それはできたてやし、

温かいし、味もおいしかったということや
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から、多分子どもは混乱せえへんと思いま

すよ。それは、ただ単にかけるコストの問

題が当然あるから、コストが余りにもかか

り過ぎたら、確かにね、回収をし、それが

どうなるかということに、今度どう使って

いくかということがあるので、そういうコ

スト的な面でのやったらわかるけども、今

の子どもたちが混乱するからというのは、

ちょっと僕は違うかなというふうに感じて

ます。その辺をもう一度お願いできますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  私は、今年度になりまして、教育委員会

に異動になりまして、この間、学校回りを

してきました。当然、子どもたちと一緒に

給食も食べてきました。小学校とか幼稚園、

保育所の給食を食べるときには、やはり給

食時間、かなり余裕がございまして、じっ

くりと給食配膳をして、子どもたちも食べ

る時間も十分あって、一斉に歯磨きに行く

ような時間もございます。ところが中学校

はその時間が非常に短くて、今のお弁当方

式でもぎりぎり、食べ残ししている子なん

かは、食べる時間がなくて食べ残している

子も実際におられました。そのような中で、

今の新しい１年生は多分小学校でそれをし

てきたまんまで行けるから、中学校になっ

ても受け入れられるかもわかりませんけれ

ども、今のお弁当方式になれてしまった在

校生にとってみては、またその時間どうす

るのというような混乱を招くということを、

私は考えておりますので、今現在はもうお

弁当方式のままで行くほうがカリキュラム

も変えなくて済む、時間割りも変えなくて

済むというようなことで、いいのではない

かなというふうに思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  あのね、そこらが、当然カリキュラムの

問題あるのは十分わかってます。ただ、や

っぱりその辺、それなら子どもたちにとっ

てどうか。例えば栄養、成長という意味で

ね、どうなのかって考えたときにどうかっ

ていう目線が僕は必要なんじゃないかって

言うてるんです。 

  ただ、それにおいてはコストもかかるし、

もともと最初に親子方式なり、今のお弁当

方式なりということを検討した上で、最終

的に人件費なり、設備投資なり、考えてお

弁当方式にしたということは十分理解はし

てますけども、やっぱりその辺も含めて、

本来もう一遍再検討するのであれば、そう

いう考え方も中にはあるん違うかと。 

  ただ、一方では、学校の再配置の話があ

るから、確かに今のタイミングでは難しい

ということは認識はしてますけども、ただ、

この辺の給食を見直す際には、その辺のあ

らゆる面も含めながら、子どもたちの栄養

バランスにとってどうかということをやっ

ぱり一番に考えてほしいということなんで

す。その辺も含めて、別に僕は親子方式に

こだわるわけでもないんやけども、子ども

たちの本当の栄養接種という面ではどうか

ということで申し上げているんやけども、

そのあたり教育長いかがですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  親子方式か弁当方式かということで、い

ろいろ議論はあるところだと思っておりま

す。 

  ただ、どちらにしましても、基本的には

栄養士が栄養管理をして、これだけの量、
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これだけの質、カロリーというふうなのを

全部計算してやっております。 

  そういう意味では、どちらになってもあ

れなんですけど、今回、弁当方式について

は、若干導入のときに少しいろいろあった

というふうに聞いております。その辺が少

し影響があるのかなというのが一つ。それ

からもう一つは、だんだん残渣率が少なく

なってきているというのも一つのあれで。

それと、教育委員会もいろいろ、そういう

試食会とか、あるいはメニューの変更とか

いうのを努力をしてやってまいりました。

その努力を少しずつやっていきたいと思っ

ておりますけど、抜本的にものを考えると

いうのは、やはり、学校再配置のときのハ

ード面が大きくかかわってくるかなという

ふうに思っております。 

  子どもの教育あるいは子どもの育ち、ま

た子どもの栄養とか、そういうものは基本

一番大事にするというのは、議員と同じも

のの見方で考えてまいりたいと思っており

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今のね、お弁当の話は、給食の話で、当

然栄養士さんがついてやってくれていると

いうのは十分理解はしています。ただ、そ

れが、食べ残しがあると、本来摂取したほ

うがいいものができてないんじゃないです

かという観点で申し上げてますので、それ

だけ御理解いただきたいなと思います。 

  ただ、そのあたりも含めて、この給食の

委託業務の契約更新をする段においては、

そういうことも視野に入れながら検討いた

だけたらなというように思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  次に、中学校のクラブ活動。これ、僕議

員になった８年前に、一番最初にこれは言

わせてもらいました。当時は、東能勢にま

だ野球部もサッカー部もあった。けども、

それが多分放っておいたらなくなるし、早

い段階から吉中と合同でやるべき違うかと

言うてきたけども、やっぱり結局何も手も

打たず、それはちょっと保護者の協力がな

かったというのもあったかもわかりません

けれども、結局手が打てずにつぶれてしま

った。結果として、もう東能勢は野球部も

サッカー部もなく、吉川中学校も、もうサ

ッカー部もことしで廃部というふうになっ

てしまったというふうに聞いてます。 

  やっぱりその辺はね、僕が思うのは、子

どもたちの選択肢ができるだけ狭まらない

ようにしてあげるのが大人の役割違うかっ

ていうふうに思っていて、やっぱりそのた

めにどういうふうにしていくかということ

もやっぱり考えていかなあかん。特に団体

競技なんかは、今できなくなってきている

ような時代になってきてますから、その辺

も含めて、やっぱりこれ以上子どもたちの

選択肢が狭まらないように、当然子どもた

ちが減ってくるので仕方がないかもわかり

ませんけど、やっぱりそれをちょっとでも

おくらす、できるだけやりたいことをさせ

てあげるいうようなこともやっぱり大人の

役割だというふうに思っておりますけども、

そのあたり、ここ数年ですね、そういう団

体競技の活動ができなくなってきていると

いうことに対して、教委委員会はどのよう

に受けとめておられますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  今、中学校のクラブ活動が、非常に子ど

もたちの生徒数が減り、また先生方の、当
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然先生方も減っていくということで、非常

に、特に集団競技のほうのクラブ活動がな

くなっていくという。本当に、子どもたち

にとって、クラブ活動のよさいうのは、ま

た学習活動とは違った課外活動であります

けれども、非常に重要な教育活動の一つと

いうふうに認識をしております。 

  本来、こうやってどんどん子どもたちが

減っていくというのは一定想定できたとい

うことも、当然私も理解をしております。

ただ、現実的には、そういうことになって

しまったいうことで、大変申しわけないな

というふうに思っております。 

  現在、私としては、来年度に向けて、今、

夏休みに両中学校の校長先生に来ていただ

いて、クラブの活性化についてどうやって

いこうかということを、今順次、ある一定

の案を持ちながら協議をしておる最中でご

ざいます。先生方にも十分、実際、聞いて

みたり、アンケートをとってみたり、そう

いうことをしながら、どういうことができ

るかということを今現在やっていきたいと

思ってます。 

  これは、やはりクラブ活動を、火を消さ

ないということを基本に据えながら、しか

し、現実的には子どもたちが減っていくと

いう中で、いかにしてそれがより両校とも

できるような、少しでも活性化ができるよ

うな形を、形としてできればなというふう

に、今現在考えております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  多分ね、これもう団体競技なんかは、き

っともうこの豊能町でやるのがきっと難し

くなってきているんじゃないかな。僕は、

多分そうなるのはわかってたんで、今たま

たま、僕がやっているクラブなんかには、

いろいろ、茨木からとか川西からとか来て

もらいながら、ようやく何とか団体活動が

できるような状況になってます。 

  だからやっぱりそういう意味で行くと、

きっとそういう団体競技については、多分

もう町単体で行うという、町の子どもたち

単体で行うのではなくて、それこそそうい

うのはもうクラブにお任せして、そこでや

ってもらうみたいなことにしながら、逆に

言うたら、町でやるクラブ活動は、もっと

もっと個人競技に特化したような、それこ

そオリンピック選手を育てるようなことを

やっていくというのが、僕は教育力日本一

としてもおもしろいん違うかな、勝手に僕

は個人的には思ってます。 

  やっぱりその辺で、例えば、まだ何とか、

例えばバスケットボールとか、バレーボー

ル、５人とかでね、ぐらいでできる競技な

んかやったら、まだ何とかできると思うの

で、まだそういうようなところは火を消さ

ないような形でやっぱりやり続けてあげて

ほしいと思うし、ただ、一方では、やっぱ

りそういうような個人競技で、それこそも

っといい経験者というかね、アスリートの

人ら呼んできて指導してもらうみたいなこ

ともやっていくというのも一方ではおもし

ろいんじゃないかなとも思うので、何か、

しっかりと学校の教育とは違っても、そう

いう課題教育として、やっぱりしっかりと

子どもたちが輝けるような場所をね、ぜひ

とも残していってあげたいし、残してもら

いたいし、もっと、例えばそこに、学校の

先生になかなか、今お任せしていくってい

うのはもう難しい時代には来ていると思う

ので、外部の力を入れながら、もっといい

指導を受けれるような取り組みもぜひとも

お願いをしたいなというふうに思いますの

で、よろしくお願いをしたいと思います。 

  ほかちょっと、６月議会も出していて聞
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けへんかったけども、まだちょっと今これ

聞くと時間なくなるので、次の質問に行き

たいと思います。 

  次に、まちづくりについてです。 

  戸知山の有効活用についてということで、

ダイオキシンの処理の問題等々もあり、こ

の点については頓挫というか、なかなか手

がつけれなかったということもあったとい

うように思いますけども、今現在、その戸

知山の有効活用についてどのようにお考え

なのかについてお聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  戸知山の現状でございますけども、これ

までも何回も申し上げておりますが、もう

各種の法規制があるというようなことで、

施設の整備が難しいということでございま

す。活用についての案をお示しできていな

い状況でございますけども、何とか活用は

したいということで、今も動きは続けてい

るというような状況でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、平成１９年４月に、戸知山町有地

土地意向調査いうのをされたと。これ、考

えてみるともう１０年前の話なんですね。

ちょうど僕が議員になる前にこういうよう

なことをやられていて、やらはんねんなと

思っていた記憶がありますけども、やっぱ

りそういうようなことも含めて、民間への

公募というようなことを再度してみてはど

うかと思いますけども、そのあたりはいか

がですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  おっしゃるとおり、民間の公募で提案を

受けたことがございます。中にはできそう

なものもありましたが、結局はその民間が

資金を投資してまで頑張ろうというような

ところには至らなかったというふうに思っ

ております。 

  ここ数年は、公募ではございませんけど

も、個別に民間の企業から提案がございま

して、何とか行けそうかなというようなも

のも中にはございまして、職員が現地を案

内するというようなことも繰り返してきて

おりますが、まだ実現はしていないという

ようなことでございます。 

  民間が活用されるに当たっては、やはり

法の規制をクリアしてもらわないかんと。

これは町も協力すればできることもあろう

かというふうに思いますけども、今のとこ

ろ個別の提案等も受けながら、活用も考え

ていきたいと思っておりまして、今は、民

間、一般公募については考えていないとこ

ろでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりあれだけの広大な敷地をずっと

遊ばせとくというのはもったいないと思う

し、池田町長も、前回の町長やっておられ

たときからいろいろと工夫しながらやられ

てきたとは思いますけども、やっぱりせっ

かくなので、やっぱりあそこを、人を呼ん

で来るというフィールドにしてはどうかと

いうふうに、個人的には思っています。 

  昨日の質問でも、グリーンツーリズムの

話が出てましたけども、今現状、健康志向

の高まりとか、東京オリンピックを迎える

というようなとこで、僕自身は、スポーツ

ツーリズムいうような考え方もあるん違う

かなというふうに個人的には思ってます。 
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  これも、私議員になった当初から、都会

の子の避暑地、合宿地としてね、使うては

どうかというような提案をしてきたことも

ありますけども、それもなかなか難しいと

いうようなことがありました。 

  一方、今、２０１３年から大阪府のサッ

カー協会が、アクションフォードリームと

題して、各市町村に１面ずつ人工芝のグラ

ウンドをつくろうというような取り組みを

しておられます。大阪市なり堺市、高石、

貝塚市、四条畷市なんかもやってこられて、

近隣では、豊中、吹田、高槻、茨木なんか

でもそういうのを整備をされてきていると

いうふうなことがあります。 

  やっぱり平日の集客というのは、確かに

課題ではありますけども、土日なんかはも

う基本、いつも丸々終日子どもなり大人な

りがサッカーをしに出入りをしているとい

うことで、相当な集客が見込めるんじゃな

いかなというふうに思ってます。 

  また、整備については、当然造成費は出

ないんですけども、約１億円ぐらいがかか

るらしいです。ただ、そのうち３分の２は

サッカーくじの助成。３分の１はサッカー

協会が助成ということで、ほぼ持ち出しは

なく、造成はせなあきませんけど、実際に

上物なり照明なりフェンスなりいうことは、

そういうようなことで負担が少額で済むい

うようなこともやっておられるようです。 

  そういうようなことを受けながら、ある

種そういうスポーツ団体が主になってやる

ケースもあれば、行政が主になってやるケ

ースもあるというようなことでやられてい

るということもあって、やっぱりそういう

のは、大きな団体ですし、当然、大阪府サ

ッカー協会ということで、日本サッカー協

会からつながる団体ですので、信用もおけ

るところ連携しながら、そういうようなス

ポーツ施設の整備というかね、なこともや

るというのも、人を呼び込むという観点か

らは、十分ありじゃないかなというふうに

は、個人的には思ってますけども、そのあ

たりはいかがですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

 今サッカー協会のお話聞きまして、ええ制

度やなというふうに思いました。通告をい

ただいたときに、グラウンドが戸知山でで

きるのかというようなことを調べてみまし

たが、近郊緑地保全区域内では難しい、開

発許可も要るというようなことでございま

したが、先ほども申し上げましたけども、

町とか大阪府がその規制を撤廃するという

ようなことが前向きにできるのならば、今

の御提案のこともできるのかなというふう

に思います。今の現状では、法的に難しい

と思いますけども、そういう解決策につい

ては検討を、グラウンドに限らずですけど

も、全ての面について検討していきたいと

いうふうに思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりね、僕思うのは、今、せっかく

ああいうふうな、例えば道の駅みたいなこ

とを考えてもらいながらとか、今野菜の直

販やってもうてますけども、なかなかそれ

だけで呼ぶっていうことじゃなくて、やは

り人が来るところにそれを持っていくなり、

人が来るところにそういうような道の駅を

併設するっていうことが一番ベターやと思

うんですよね。確かに来る目的が違うけど

も、それやったらせっかく来たし寄って帰

ろうかというふうな話のほうが、より多く

の人は集めることができるん違うかなとい

うふうには感じています。 
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  その辺も含めて、別に僕もそれ、グラウ

ンドにこだわるわけでもありませんけども、

せっかく持ち出しが少なくてできるという

話もあるので、そういうようなことにチャ

レンジしてみるのも一つありではないかな

ということでの御提案ですので、その辺は

一つのアイデアとして聞いておいてもらえ

たらなというように思っています。 

  次に、住民参画についてということで、

町長もタウンミーティング行かれたときに

やっぱりまだまだ住民の意識がどうかとい

うようなこと。僕はそれも、僕も同じよう

に感じています。ただ、住民の協力という

のは、当然していただいている方は、当然

たくさんおられます。ただ、全住民にして

みるとまだまだ一部ではないかなというふ

うに僕も感じているとこです。当然、私自

身も当然地域の１人の住民として、しっか

りその地域活動というのはやっていかなあ

かんということは感じていますけども、や

はり町長がおっしゃる住民との協働なり、

住民主体のまちづくりということは、今後

大事ですし、今は行政に委ねているだけで

はあかんという時代になってきているとい

うのは冒頭申し上げたところですけども、

やはり、ただそのためには、行政が、ほな

らどういうことをしていくかということは、

やっぱり要ると思うんですね。住民主体、

住民主体って言うても、それならおまえら

勝手にせえというわけにはいきませんから、

やっぱりそれは住民の方々が動きやすい環

境づくりというのも要るし、例えば、それ

動き出したところに対しての、ある意味の

行政なりの支援ということも要るかと思い

ますけども、その住民主体のまちづくりに

向けて、行政はどのように考えているかに

ついてお聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  通告をいただきましたときに、大きい質

問やなと、どんなふうに答えようかと思っ

て、大分悩んだわけでございます。役場の

全ての仕事、どのセクションにおいても、

住民参画、協働というものは大事だろうと

いうふうに思っておりますが、私は、総務

部という立場で、ほかの部長を代表して答

弁をしたいというふうには思いますけども、

総合計画におきましても、住民と行政との

信頼、協働によるまちづくりを目指すとい

うふうにしております。今、ちょうどま

ち・ひと・しごと創生総合戦略というよう

なことで、シティプロモーションをやって

いこうというようなことで、昨年度、こと

し３月に策定して、６月にも説明させてい

ただきましたが、そのようなシティプロモ

ーションプランの中ででも、地域活動を推

奨するということですとか、参画の意欲を

高めるということでございますとか、地域

活動への感謝の意欲を高めていただくと、

そういうことでシビックプライド、地域へ

の誇り、これを高めていただくということ

が必要であろうと。これが住民参画につな

がるというふうに考えてございます。 

  今後は、その総合戦略によるさまざまな

事業につきましても、そういう、例えばシ

ティプロモーションプランを進めるという

ようなこともって、人材育成というと失礼

かもわかりませんけども、住民の皆さんが、

そういうまちに誇りを持っていただく、そ

れによって参画をしていただくというよう

な意欲、そういう意識の醸成といいますか、

そういうものに努めてまいりたいというふ

うに思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 
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  やっぱりこれはね、全ての住民の方に興

味、関心を持っていただく。議会も一緒で

すけども、なかなか難しいとは思うんです

ね。ただ、やっぱり僕自身、今地域でいろ

んなことをしようと思ってやってますけど

も、それを通して痛感したのが、僕は別に

それをＰＲするわけでも全くなかったんや

けども、僕がやっていることを見聞きして、

やったらこんなことでけへんかとか、こん

なことやったら協力したるでという方がぼ

つぼつ出てきた。僕それは、行政の運営も

多分一緒違うかなと思ったのは、やっぱり

行政が全て絵を描いて進めていくというこ

とは、僕はもう必要ないと思うんですね。

ただ、やはり、行政がこんだけ頑張ってく

れているから、俺らもやらなあかんな、私

らもやらなあかんなということが、多分、

そういうような住民参画の早道ではないか

なと思うんですよね。だから、ちょっと厳

しいようやけども、職員の皆さんには、住

民が信頼される、する役場づくり、職員で

あってほしいというように思うし、やっぱ

りそういうようなことが日々積み重なって、

そういう住民の意識の高揚に高まっていく

んじゃないかというように思っているんで

す。 

  だから、やっぱり一つ、最近何か入って

くるときに、おはようございますって挨拶

したらだんだん大きな声がふえてきたなっ

て、勝手に感じてるんですけど、やっぱり

そういうようなこと、とってもね、多分住

民の方で役場に来られるって、本当に年に

数回やと思うんですよ。その数回しか来え

へんのに、全然元気ないなとか、挨拶もし

てくれへんなとか、対応悪いなと思ったら、

何かもう一事が万事なように、もう全然あ

んなんあかんでみたいなことになってしま

うので、やっぱりその辺も含めて、やっぱ

り住民に信頼される、愛される役場づくり、

職員であってほしい。それが、しいては住

民のそういうシビックプライドというか、

町への愛着につながっていくと思うので、

やっぱりそれは、池田町長、せっかく今も

う変わられて１年たちますけども、やっぱ

り今まで以上にやっぱりそういうようなこ

とを職員の皆さんにもお伝えいただきなが

ら、やっぱり旗振りはやっぱり職員がして

いかなあかんというふうに思いますので、

やっぱりその辺をどこまで入っていくかと

いうことありますけども、やっぱりその辺

は、職員は、やっぱり住民の先頭に立って

やるんやという、やっぱり意気込みだけは

ね持って、ぜひともやっていただきたいな

と思うし、ただ、それをどこかの段階でし

っかりと住民の、住民主導につなげていく

いうことが必要やと思いますから、なかな

か、いきなり住民主導というのは、多分難

しいと思いますので、最初の簡単な絵を描

く、簡単な旗振りをする、できるだけ早く

住民主導に移管するというふうなとこを繰

り返しながら、ちょっとずつでもそういう

ようなモデルケースをつくっていただきた

いと思うし、今のまさしく、空き家バンク

なりでもそうですし、農産物の直売所、そ

ういうふうなことでやっていただいている

と思いますけども、それで逆に行政がのい

たときにでけへんというようなことでは、

それはそれであきませんから、その辺のう

まく、ぜひともやっていただきたいなとい

うふうに思います。 

  非常にこれは、住民参画なり住民主導を

どう進めていくかということは、大きな課

題ですけども、その辺は一朝一夕には行き

ませんから、やっぱりその辺は職員の皆さ

んがしっかりと意識を持っていただきなが

ら進めていただくということについては強

く要望したいと思います。 

  次に、高齢者関係の話で、今、需要が伸
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びてきているというような現状を踏まえて、

ただ、やっぱり高齢者の皆さんには、健康

でやっぱり長生きをしていただきたいとい

うふうには、当然皆さん思っておられると

思うんですね。ただそこで、健康維持に対

して、町はどのような取り組みをされてい

るかということについてお聞きをしたいと

思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  先ほどの永並議員の御質問にありました

ように約7,０００名が介護予防とか介護支

援とかいうのを受けておられないという状

況でございます。この方々ができるだけ住

みなれた地域で、健康でお過ごしいただく

ということが行政の一つの責務だと考えて

ございます。 

  で、高齢者の健康維持に対する取り組み

ということでございますので、大きなくく

りといたしまして、大きな視点から申し上

げますと、介護予防と健康づくり、そして

地域づくりの視点で取り組んでございます。

主な取り組みについて少し紹介させていた

だきますと、希望ヶ丘から取り組みが始ま

り、今では町内１２カ所まで広がってござ

います。個人の運動機能の維持向上のみな

らず、地域の交流の場、居場所づくりなど

に役立ってございますいきいき百歳体操。

それから、老人クラブや自治会など会合の

大小にかかわらず、地域の集まりの場に地

域包括支援センターの職員や保健師、栄養

士が出向いて行ってございます出前講座。

それから、管理栄養士が講師となって、高

齢者の介護予防と健康づくりを目的とした

ヘルシークッキング教室。それから、ウオ

ーキングを通して御自身の健康づくりや地

域参加のきっかけづくりの場として実施を

してございますウエルネスウオーキング。

それからまた、本年度春には、武庫川女子

大学との官学連携、これの協定を結びまし

て、武庫川女子大学のまちづくり、それか

ら健康、それから栄養、医学、介護などの

専門チームと住民の方々が一緒になって、

本町の健康なまちづくり、これへの取り組

みをスタートさせていただいているところ

でございます。さらには、この１０月から

来年３月にかけて、試行的ではございます

が、保健師、それから管理栄養士、それか

ら看護師などのが町内全地域の自治会等を

回ります地区巡回の健康相談、これにも取

り組んでまいりたいと考えておるところで

ございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  るる説明いただいて、多くのことをやっ

ていただいているということは十分認識は

しています。ただ、やっぱり一方の課題は、

やっぱりそこにより多くの方が参加しても

らう。それがある固定の人じゃなくて、や

っぱりより新たな方に参加いただくという

ことは、多分大きな課題やと思いますので、

その辺についてはＰＲなり周知、声がけ含

めて尽力いただきたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いをしたいと思いま

す。 

  それと一方で、今介護なり介助が必要に

なったときは、ある種そういうような支援

施策というかね、いうのはある程度充実は

してきてるんかなというように思いますけ

ども、一方で介助とか介護をする方、御家

族の方がやっぱり心身ともに大変な状況や

というようなことで、うちの両親なんかも

今そういうふうになりかけてるんですが、
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そういうようなことを見ていると大変やな

というふうに感じますけど、やっぱりそう

いう町として介助なり介護する方へのサポ

ートなり居場所づくりというようなことに

ついてはどのように取り組んでおられるか

についてお聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  家族支援と、それから本人支援、これは

切り離して考えるものではないと考えてご

ざいまして、逆に言いますと、まあまあそ

ういうことでございます。 

  現在、町では、地域包括支援センターを

中心として認知症施策、それから高齢者虐

待、これの防止の大きな２点から、相談を

中心とした支援を行ってございます。 

  まず、認知症については、御本人と家族

支援に向けて認知症カフェ、それから医師

による相談、それからＳＯＳネットワーク、

それから認知症サポーター、これなどを直

接的、関節的な家族支援を行ってございま

す。 

  それから、また、高齢者虐待防止につい

ては、特に地域の事業所などのケアマネジ

ャーと連携をして、虐待を疑わしいと、疑

われる家族の相談支援を行ってございます。 

  今のところ以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりね、これは介助、介護する方も

非常に大変な状況になってくるし、多分そ

れも高齢化が進んでくるということになる

と、やっぱりそういうようなことを相談を

しやすい、またどこに電話したらええかと

いうのがわかればね、工夫をぜひともお願

いしたいと思うし、やっぱりそういうよう

な方が困って、先ほどね、虐待の話もあり

ますけど、なり、最悪には、ニュースなん

かで出ているような、あやめてしまうみた

いなこともあったりしますから、やっぱり

そうならないうちの早い対応ができるよう

な、どこに相談をしたらええかというよう

なことがすぐ目につくような努力もお願い

をしたいというふうに思いますので、お願

いします。 

  最後に、これはずっと何回も言い続けて

ますけども、ホームページの充実で、昨日

もＳＮＳは工夫したいというふうにおっし

ゃってましたけども、やっぱりこれはね、

今やもう当たり前になってきていると思う

んですよね。けどもなかなか、本町におい

ては、豊能以外は何もされないということ

ですけども、されない理由はなぜですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ＳＮＳでございます。フェイスブック以

外にもブログとかインスタグラムですか、

いろいろございますけども、結局は、ホー

ムページを扱う専属の職員を置いていない、

もう何もかも兼務でやっているということ

から、マンパワー不足ということが一番の

問題であろうというふうに思っています。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これね、何かというと、やっぱり情報発

信をする上では、多分逆にＳＮＳなんか簡

単なんですよ。日記書くぐらいでぽぽぽっ

と打ってできる。ちょっと携帯使えたらで

きる。町長はちょっと苦手やっておっしゃ

ってましたけども、ただ、それこそ町長が、

実際の活動されているようなことをね、部
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長クラスが把握されているんやから、ほな

わし打っときますわとか、ぐらいでできる

ような感じはするんですけどね。だから、

ぜひとも、できるだけ今町がどういうこと

を動いているかとか、町長がどういうこと

を考えておられるかとかいうようなこと、

また、どういう活動をしているかというよ

うなことは、やはりタイムリーにわかるよ

うにするべきやと思うし、もうそういう時

代になってきている。 

  また、一方では、何度も申し上げている

ように、やっぱり町の見どころ、豊能町に

はこんなええとこありまっせというような

ことも含めながら、やっぱりしっかりと情

報発信をしていく。以前に豊能に住もうや

ったかな、何かであわせて動画配信してく

れたやつ、もう今、ちょっとこないだ探し

たらどこにあるかもわかんような状況にな

っていて、いうことありますから、本来、

やっぱり町でこんなとこがある。例えば、

今の農産物の直売所なんかでもね、そうい

うような状況、今こんなお客さん来てくれ

てますでとか、９時開店を８時にしまして

ねとかねいうのも、そんなんで発信するこ

とによって、より、多分ファンというのは

ふえてくると思うので、やっぱりこれね、

町長ね、難しくないんで、いやいやそれそ

う思うだけ、やったら本当に簡単やから、

別に町長にせえとは言わんけども、やっぱ

りその辺はね、やれというようなこと、も

うそれ町長の一言でできるはずやから、ぜ

ひともそこは、マンパワーと言わずにやっ

てほしいと思うけども、部長どうですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町長とよく相談して決めたいと思います

けども、町長は、自分の動画は流す気はな

いという、これはもうはっきりおっしゃっ

ています。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  最後になりましたけど、町のためにね、

ぜひともこれからお互い頑張りたいと思い

ます。よろしくお願いします。ありがとう

ございました。 

○副議長（高橋充德君） 

  以上で、イノベーションとよのの一般質

問を終わります。 

  この際暫時休憩をいたします。 

  再開は１３時、１時といたします。 

（午後０時１１分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  会議を再開いたします。 

  次に、緑豊クラブの一般質問を行います。

持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５０

分とします。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  １２番西岡です。議長の御指名をいただ

きましたので、これより一般質問をいたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

  さて、平成２９年度の町政運営方針にお

いて、町長は、教育力日本一をうたってお

ります。教育は１００年の大計であり、教

育は人生をいかに生きるべきかを求めるも

のであります。孔子は、人間は生き生きな

けらばならないと、人間は不完全だからこ

そ教育をしなければならない、人間は不完

全だからこそ道徳的に立派にならなければ

ならないと言っております。そして、孔子

がえらいとこは、政治に関心を持ったこと

であります。関心どころか政界に足を踏み

入れたのでありますが、残念ながらときの
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政治は退廃的であり、徳の備わった孔子は

受け入れがたく、政治の道へとその進路を

変更することになるのですが、孔子は、政

は徳をもってなすと申しております。 

  時は平成、今、豊能町の一大事でありま

す。ダイオキシン問題こそ、政治的解決が

求められる案件でありますが、町長いわく、

美辞麗句で逃げることはなく、本音で職員

一丸となり、切磋琢磨して対応しなければ

ならないときであります。 

  町長は、昨年９月の選挙において、完全

処理を豪語して当選され、いち早くその問

題解決、解明と再発防止に向けて、住民に

その真相を報告すべく、諮問機関として第

三者委員会を立ち上げ、そして、本年の３

月、その答申が出たわけであります。 

  そこでお伺いいたしたいと思います。 

  まず、ダイオキシン問題の再発防止に向

け、第三者委員会の答申を真摯に受けとめ

るということでございましたけども、これ

までどのような取り組みをされてきたのか、

また、今度いかに取り組むのかお伺いいた

したいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第三者委員会の答申を踏まえた対策、対

応、取り組みでございます。 

  まず、第三者委員会の答申、一つ目とし

ましては、組合は解散をして、町の組織と

してこの問題の解決を図ったらどうかとい

うような答申を頂戴いたしました。組合の

解散につきましては、それよりもまずは廃

棄物の処理、この問題を早期に解決すると

いうことに全力を尽くすべきであろうとい

うようなことで、その解決の後に組合の解

散ということに考えていきたいというふう

に思っております。 

  その組合を解散しない場合にはというよ

うな答申もあわせて頂戴しております。そ

れは、意思形成過程におけるフロー化を図

るようにというような提言でございます。

これは、要するに、今回の組合の起案、決

裁文書、これらについてそのルールといい

ますか、規則、法律に基づいたものではな

い、機能していなかったというようなこと

が要因で、そのような提言を頂戴したとい

うふうに思っております。要するにガバナ

ンスの問題というふうなことであったとい

うふうに思いますので、その点については、

我々、組合のことではございましたが、町

においても肝に銘じて、一つずつ確認をし

ながら事務を進めてまいりたいというふう

に思っております。 

  それから、もう一つの提言は、情報公開

の徹底ということでございました。これに

つきましては、これまでも我々、情報公開

は努めてきたつもりではございますけども、

組合においては、４月以降は、ホームペー

ジや広報紙を通じまして、組合の情報も積

極的に流すということもしておりますし、

我々町といたしましても、これまでどおり、

情報公開の意識の徹底を図り、タイムリー

に情報を公開してまいるということに努め

てまいりたいというふうに思っております。 

  それからもう一つ。コンプライアンス。

この意識の徹底ということと、職員の責務

を明確化せよというような提言も頂戴をし

たところでございます。このコンプライア

ンス意識の徹底につきましては、これまで

本町においては、全職員を対象としたコン

プライアンス研修を毎年行ってきたわけで

ございますが、組合においては、そのよう

な研修を行っていなかったということもご

ざいまして、組合の職員も、町のコンプラ

イアンス研修に参加をするように促して、

これから参加をしていただくということに



 3－47 

してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

  それから、職員の責務の明確化でござい

ます。これは、職員の賠償責任のことでご

ざいますが、職員の賠償責任が、ちゃんと

意識をしていただくというようなことが必

要であるということから、地方自治法にそ

の規定がございますけども、本年６月１日

付で財務規則を改正いたしまして、その財

務規則の中に職員の賠償責任も明記をした

というようなことで、その意識もこれから

徹底をしてまいりたいというふうに思って

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  いや、その三つのことはわかってますわ

ね。こないだ、町長からも答弁いただいて

ますんや。その中で、この第三者委員会を

やるに当たって、要するに、町長はこの第

三者委員会の答申を真摯に受けとめて、要

するに住民さんに説明するべくこれをやっ

たわけですね。説明会も何もないんやけど

も、さっきから出ている自治会の中で、い

ろいろ反対やいう意見があったりなんかす

るのは、情報の共有ができてないんちゃう

かなと。町長の考えていること。それから

住民さんがこの件に関して考えていること。 

  よく協働、協働という話を皆さんされま

すけど、協働の原点いうのは、お互いに情

報を共有して、それで、さっきも橋本議員

のほうから質問ありましたけど、情報の共

有があって、まず自分がやれることをやる

と。そのできない部分を補完協力するのが

この協働なんですね。情報が共有してない

となかなか難しいと。 

  なぜ、町長はせっかく第三者委員会でこ

れだけ答申が出てるのに、住民さんに説明

をされないのかなとその辺をちょっと今お

聞きしたかったんです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ダイオキシンの対策につきましては、組

合のことではございますけども、これまで

意思形成過程にあるというようなことでご

ざいますので、その意思形成過程、要する

に場所でございますとか、方法でございま

すとか、それは今地元と協議中ということ

もございますので、それについては今非公

表といいますか、公開はできないと。これ

はやむを得ないというふうに思いますが、

そのような意思決定がなされた後は、当然

住民に説明する、公開していくということ

はしていきたいというふうに思っておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  私のほうから西岡議員にお答えをさせて

いただきたいと思います。 

  西岡議員のおっしゃる町民に対してとい

うことでございますけれども、第三者委員

会の情報につきましては、必ず町民の皆さ

んに流しているということを御理解をいた

だきたいというふうに思ってます。 

  なかなか、流してはおりますけれども、

皆さんがそれを見ていただいて、そして御

理解をいただいているということにつきま

しては把握はしておりません。これから先

もそういう点につきましても、どのように

やっていけばいいかということを検討して

まいりたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 
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○１２番（西岡義克君） 

  だから僕は、別に中身をどうのこうの言

うてない。こういう第三者委員会をしまし

たと。今、部長が説明した第三者説明会の

中では、こういう三つの案件がありました。

これを説明してくれっていう話。それもで

きんでやな、何も中身のことは説明せいっ

て。だから、そういうことでね、町長は積

極的にやったと。それで、こういう三つの

あれが出てると。それについてこれからね、

皆さんと一緒にやっていきたいと、そうい

う情報を共有せんとね、タウンミーティン

グ行ったってね、ただ何もないからやね、

どないなってんねんと。いや、私は、第三

者委員会を設けてね、皆さんに報告したい

と、じゃあこういう結果が出ましたから、

この３点についてね、これからやるんです

と。それもないから。ネットでとったらと

れるんですよ。だけど、一般の人はそこま

でせえへんと。だからそういう機会を設け

たらどうやと。何で設けへんねんと。こう

いうことを聞いているわけ。中身のことな

んか聞いてない。それは、組合のことやか

ら、それで、この報告のほうにあるように

ね、結局、権威がない第三者委員会やから、

その後のことは百条委員会に結果を任すと

いうことを言うてるわけですやん。町とし

ては、そうじゃなくてね、皆さんにいろん

なことをお知らせする、それから、できる

ことはやね、問題が再発せんようなことは

こっちでね、いろいろ話出ていると。 

  先ほど、部長からあったように、職員の

責務についてやけども、これは、もう既に

ね、組合の職員がこっちに帰ってきてます

わな。それについては、どういうことで帰

ったかぐらいの説明はやっぱりせんと、私、

皆に会うと、あの人もう帰ってるやんかと、

どないなってんねんと、その説明も僕もで

きへん、いや知らんかった、帰ってますな

という感じでね。だから、こういうことを

経て帰ってきましたということぐらいの説

明はね、やっぱりしとったほうがええんか

なと。全くあれがなかったからね、一般の

人にしてみたらわからへんやん。いきなり

支所長がおったとかな、それはないと思う

よ。だからそういうこともね、やっぱりち

ゃんと情報として出すことは、やっぱりい

いんじゃないかなと。だから、さっきから

出ているね、タウンミーティングでもいろ

んな意見が出るんやけど、それも、こうい

う説明をしとったらね、そんなめちゃくち

ゃな意見は出えへんと思ったんやね。何も

知らんから、意思の疎通が図れてないから

そういうことになっとんちゃうかなと。 

  だからね、そういう情報の共有いうこと

はね、協働の基本やから、そういうことは

やっぱり情報できるもんは、出せるもんは

全部出して、できるだけ情報共有したらえ

えんちゃうかと思ってますねん。その辺ど

うですか、これから。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第三者委員会の答申の説明ということで

ございます。 

  これにつきましては、今、議員も御指摘

ありましたとおり、ホームページにも載せ

ておりますが、広報等にも記事として掲載

をしておりまして、それで十分住民さんへ

の説明は責任を果たしているというふうに

考えております。 

  それから、人事についても説明するべき

ではないかということでございますが、こ

の人事につきましても、部長級以上の人事

は広報とよのに掲載をして、住民さんへの

説明は尽くしているというふうに考えてお

ります。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  いやそれはわかってんねやけどね、ただ

ね、何の、言うたら罰則もなく帰ってきた

と。その辺の説明ぐらいは、やっぱり罰則

あるなし別にしてね、こういうことで帰っ

てきてますいうことを、やっぱり言うとっ

たほうがええんちゃうかという話ですわ。

わかりますか。そういうことをね、ちょっ

と丁寧にやったらいいんじゃないかなと。

今後。どうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  職員の処分についてでございます。 

  これも処分をしましたら公表の基準がご

ざいますので、それは公表をしてまいりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  だから、そういうことを出さなあかんと

ういうことや。もしあれやったら処分する

ことになるかもわかりませんとかね。処分

する段階になったらそうとかね。何もなし

にぱっと帰ってきたらね、何やあれそのま

ま帰ってきとるやないかというようなね、

一般的な認識があるから丁寧にしたほうが

ええという話をしているねん。今後はそう

いうことも気いつけてください。 

  それと、ダイオキシン問題に解決つけて

ね、町長は完全無害やということですけど

も、この完全処理の予算措置については取

り組みされてるんですか、どうですか。ど

こまで行ってますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  先ほどからも申し上げてますとおりに、

今、まだ場所の設定についてのみを必死に

なって今探しているというところでござい

ます。それが終わりましたら業者設定、い

ろいろと考えてまいりたいというふうに思

っておりますので、措置につきましては今

のところ考えていないということでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  いやいや、完全処理ということで、これ

までも質問出てますがね、８億とも１０億

とも言うているわけですから、それにつけ

ては、町長は、この前僕が聞いたときは、

完全処理で行くという答弁でしたので、そ

れで行くんやったら、８億、１０億やった

ら国の段取りもせなあかんのちゃうかなと。

それをもししているんやったらどこまでや

っているのかなということを聞いたわけで

す。その完全処理も考えてないわけですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  現在のところ考えております。 

  がしかし、事前にはお願いはしておりま

すけれども、予算措置あるいは焼却に向か

ってどれだけの費用がかかるかということ

につきましては、数字を申し上げますとひ

とり歩きしますので、今議員のおっしゃっ

たとおりに８億とも１０億とも、私が申し

上げたことでございませんけれども、どこ

から流れてきたかわかりません。前日の広

報には出てました、5,０００万で終わると

か、いろんなそういう金額も出ております
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ので、私のほうからは、今まで申し上げて

ないということでございます。事前にはい

ろいろとお願いはしているということだけ

は申し上げておきたいというふうに思いま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  先ほども８億、１０億の話が出たからち

ょっと聞いただけで。今のところ、そやか

らそういうことは全くしていないというこ

とやんな。わかりました。 

  この件に関しては、職員の問題もいろい

ろあるんですけども、これは組合の中でい

ろいろこれから進んでいくことやと思いま

す。かなりたったのでいろんなことが出て

るんかなと。組合のほうで結果が出ている

んかなと思って。結果が出ていないものは

ここでは言われへんと思いますのでね。た

だ、組合で出たことは、豊能町の議会の中

では報告できると思うので、順次していた

だきたいと思っております。 

  次に、教育問題に行きます。 

  教育力ナンバー１と、ごっついこと言う

てますんやけど、私、孔子のあれもちょこ

ちょこ見ることもあるんですけども、一番

最初の中に出てくるのは、学びてときにこ

れを習うというのがありますね、だから、

その教育力というのは、先ほどから教育長

言うとおりにバランスある教育ということ

を言うてはるんやけど、知徳体。特にね、

先ほども言いましたように、やはり教育と

いうのは人間がいかに生きるかという根本

的な問題になるので、そういうことにつけ

てはね、長期的な、もちろん教育は１００

年の大計言うてるぐらいやから、長期的な

ね、取り組みは必要やと思うんですよ。長

期的な取り組みの原点、どの辺に置いてま

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  町長より教育力日本一を目指して本町で

取り組んでいこうということの目標をいた

だきました。これを受けまして、教育委員

会としましても、平成２９年度豊能町教育

指針に、教育基本法の趣旨を踏まえ、知徳

体のバランスのとれた教育を第１重点目標

に掲げております。 

  これには、第１は、知であります学力向

上、そのためには、教員の授業力、指導力

の向上を図るということがまず第１点。 

  二つ目には、徳でありますけれども、道

徳の充実を考えております。これは来年度

から始まる、小学校における特別な教科、

道徳の充実を図る。これは、次の年には中

学校というふうなことで、非常に教科に格

付をされまして、その道徳の重要性が叫ば

れているところでございます。ぜひ本町に

おいても、子どもたちの人間形成の中で非

常に重要な位置を占めるものというふうに

理解をしております。そのもののしっかり

とした対応で深化させていきたいというふ

うに思っております。 

  それから第３に体でありますけれども、

子どもの体力、気力を充実させるというこ

とで、この目標に向かって諸施策を立案、

実行していきたいというふうに考えており

ます。 

  これにつきましては、やはり１年、２年

ということではなくて、ある一定、長期的

なスパンでものを企画、立案して、進めて

まいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  これからね、要するに生涯学習社会へ入

っていって、おのおのが自己学習をすると

いう中でね、いろんな議員からも出てます

けども、要するに少子化になって子どもが

減ってきたと。その中でね、やっぱり国の

基本をなす家庭の教育をどうするかという

のが僕は基本やと思うんですよね。今、僕

も自治会入ったけども、親の考えがもう全

然我々のときと違うと。学校と家庭との連

携いうのがなかなかできていないような気

がしております、僕は。そうするとね、夏

休みも子どものことやってみてもね、子ど

ものあれで動いてないですね。親の考えで

子どもが動くみたいな感じがあって。その

家庭に、教育委員会もしくは学校がどう入

れるのか、その辺をどう取り組んでいくの

か。これ難しいと思うんですけど、何かあ

ったら教えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  今、議員おっしゃったように、学校の教

育力というのと家庭の教育力、それから地

域の教育力と、三位一体がなされて、子ど

もたちの健全育成がなされるというふうに

よく言われております。現実的になかなか

難しい面もございます。特に家庭の教育力

がよく叫ばれております。 

  教育基本法の中でも、教育の子どもの教

育の第一義を携わるのが家庭というふうな

ことで位置づけられたのも非常に象徴的な

ことかなというふうに考えております。 

  今現在、豊能町としましては、家庭との

協力ということで、これはＰＴＡとかそう

いうものと今まで協力をしてまいりました

けれども、ただ、私どもとしては、非常に

家庭の教育力とともに地域の教育力という

のは非常に重視しておりまして、地域ボラ

ンティア、学校の中にいろいろ学校支援と

して入っている方々。本当に本町はたくさ

ん、それからまた熱心に、そしてまた技術

的にあるいは技能的に非常にすぐれた方が

たくさん入っていただいています。私が個

人的にちょっと調べた計がありますけれど

も、非常に、大阪府下でも参加あるいは参

画していただいている地域の方々、非常に

たくさんおられます。その方々とともにＰ

ＴＡの方々あるいは保護者の方々とともに

力を合わせてやってまいりたいというふう

に思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  今、地域のという話あったんですけども、

自治会との連携というのは余り見えへんよ

うな気がするんです。自治会の中に、子ど

も会も老人会もいろんなあれあるんですけ

ども、ただ、自治会によって違うと。希望

ヶ丘においては、子ども会、老人会が役員

さんに入っていないということもあって、

ですから、学校と自治会との連携、その辺

も今後見据えて、何か企画また計画ができ

るようなものがないのか、そういう予算が

つけられるのかね、その辺ちょっとお聞き

したいんですけど。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  学校と自治会という関係で、その協力関

係ができないものかということで。実は、

豊能町は、従前から校区青育協、青少年育
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成協議会というのがございまして、各小学

校区にございます。その小学校区において

は、今、大体校区青育協の会長さんが自治

会の役員さんになっていただいているとい

う学校が非常に多うございます。そういう

意味では、それぞれの校区で自治会の役員

さんを含めて、学校それから青指、あるい

は体指とか、そういうふうなさまざまな関

係団体が寄り集まって、その子どもたちの

状況を把握するなり、あるいは行事を行う

なり、東ときわ台ではマラソン大会とか、

こちらではミニスポーツ大会とかいうふう

な形でかかわっていただいております。そ

ういう意味では、そういうものを中心にぜ

ひ力強くやっていただくことと、教育委員

会としても補助金を出して応援をさせてい

ただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  自主防災会とかですね、その辺はちょっ

と電話したら、防災監がすぐ来てくれてい

ろいろ自治会と協力体制、話し合いもでき

ると。今後は教育委員会もちょっと連携と

って、何か相談したいことがあったらすっ

と自治会へ来てくれるとか、そういう軽い

態勢にできへんかなと。その辺、今度どな

いですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  今もちょっと議員さんのほうから御指摘

いただきましたその件につきましては、ま

だちょっと十分把握をしておりませんで、

どのような対応がいいのかというのは、ち

ょっと今ここではなかなか申し上げられん

けど、またもう少し具体的な話があればま

たそれなりに対応できるものがあればさせ

ていただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  今後、そういうことで、地域が家庭、こ

の連携をうまく、連携をとっていけるよう

に、今後教育委員会のほうも努力して、町

長部局とも一緒になって、予算的なものも

いろいろありますのでね、学校では予算が

ないと。協力体制はとれるけどもそういう

部分のやっぱり連携もとっていかなあかん

のちゃうかなということで、今後よろしく

お願いしておきます。 

  次に、行政問題ですけども、まず、先ほ

ど言った協働、町長は協働して住民と連携

してやっていくということで、先ほど言っ

たような協働の原点ですけども、これは、

やっぱりさっき言ったようにね、まず自分

がやると。できへん部分をほかに協力して

もらうということで、町長はよく地域のこ

とは地域でやれと、さっきからおっしゃっ

ておるんですけども、やっぱり私は、行政

が働きかけていかなあかんのちゃうかなと。

だから、町長が言うシビックプライド、難

しい言葉やけどね、シビックプライド言う

たってみんなわかりません。それ何のこっ

ちゃやねんと。これ、町に誇りを持てとい

うことみたいですけども、私はこのシビッ

クプライドを持って、まず行政がこれを持

たなあかんと思うんですよ。それで、積極

的に職員からシビックプライドを教育して、

まちづくり仕掛け人としてやっていく、仕

掛けていかなあかんと思うんです。仕掛け

ていって、住民さんは一体となってやって

いくと。だから、町がやることでできない

部分を一緒になって補完協力するというの
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が協働体制やからな。私はまずね、町民を

ね、シビックプライド、あれするよりも職

員をまずやらなあかんのちゃうかなと思う

んですけど、部長どないですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  職員のシビックプライドということでご

ざいます。シビックプライドは、今議員の

おっしゃったとおり、町への誇り、愛着、

これでございます。豊能町の職員になって

いるということは、要するにもうその時点

で我々職員はシビックプライドを持ってい

るものというふうには解釈をいたしており

ますけども、今後も町の事業一つ一つ進め

ていくにおいて、町への愛着を持ってやっ

ていくように、そのようなことを心がけて

まいりたいというふうに思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  部長がそういうのやったら皆さんシビッ

クプライドを持っているんやと思いますわ。

そういうことにしときまひょ。 

  だからそれを持ってね、やっぱりまず積

極果敢にやね、職員がやっぱりまちづくり

仕掛け人として動くいうことがまず第一で

すわ。そうやないと人なんか動きませんわ。

だから、この前、私質問したんは、仕風を

変えるということ言いましたよね。風を読

んで、仕風、働く人、職員の風を変えとい

うこと言いましたな。だから、コントロー

ルできな人は動きません。だから、まずね、

町が率先してやってもらわんとこんなもん、

シビックプライドみたいなえらいこと言う

たってやね、なかなか人は動きません。ま

ず自分が動くということを今後とも積極的

にやってもらいたいと思います。 

  それと、非常に厳しい財政状況になって

ますので、今回も監査委員の意見が出てお

りますけども、もう２８年度の予算特別委

員会のときにもいろんなことを言いました

けども、結局今回も監査委員が言うている

ことは同じこと言うてます。今回は、そや

から、自主財源を確保して、いわゆる遺留

を図り、そして費用、特に人件費、出るを

制しなさいと。こう言うてんねんやけども、

今までもう３年連続ですわ、これ。これ、

これからのその、私は人件費は削ることだ

けが問題やないと思うんです。人件費に合

う働きをしてね、活性化さすことをせなあ

かんと思うんですよね。その辺がやっぱり

できてないんちゃうかなと私は思うんです。 

  というのは、今まで基金の取り崩しに頼

らない財政基盤の確立をするみたいなこと

言うとったけど、結局何年かな、基金取り

崩しましたわな。それまではそんなことせ

んとやってきた。だから、このいわゆるＰ

ＤＣＡなんて偉そうなこと言うてるけどね、

ＰＤＣができてない。チェックができんと

次行っている。だから、本来の、新しいま

たやり方でやれということですけども、そ

のチェックをしてね、どこに原因があって

そうなったんかということをやっていかな

あかんと思うんですよ。だから、今まで私

もずっと言うてきましたけども、結局入を

図り出ずるを制するとこでね、いまだにこ

の経常収支率が悪化しているんですよ。何

で経常収支率が悪化するのか。それはチェ

ックできてない。原因がわからんと対応で

きまへんやろう。その辺がやっぱり変えん

かって、２７年も２８年も。これ監査委員

同じこと言うている。経常収支が悪化して

いるから。今回特にね、自主財源を確保せ

えって言ってます。何かありますか方法、

自主財源。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  暫時休憩します。 

（午後 １時３３分 休憩） 

（午後 １時３４分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  たくさんの御指摘を頂戴いたしましたＰ

ＤＣＡでございます。ＰＤＣＡにつきまし

ては、これはもう大事だというふうに思っ

ておりまして、事業評価、本格的に実施す

ると言いながらなかなかできていなかった

ものでございますけども、今回の決算の報

告に当たりましては、主要施策成果報告書

という形で事業評価シートをお配りさせて

いただきました。これにつきましては、Ｐ

ＤＣＡを毎年回していくと、これをもとに

来年度予算にも反映をしていくし、大いに

反省もしていくというようなことで取り組

みを、今後とも進めてまいりたいというふ

うに思っております。 

  それから、経常収支比率の悪化について

も御指摘を頂戴いたしましたが、経常収支

比率は、経常的な収入と支出、この差とい

うことでございます。経常的な収入、町税

も減りましたし、地方交付税も減りました。

そのような中で、今度は特別会計への支出

がふえたというようなことでございます。 

  議員の御指摘の人件費、これについては

減ったわけでございますけども、特別会計

への支出がふえたというようなことで、経

常収支比率がふえております。退職金もふ

えたわけでございますが、退職金は年々増

減するものでございますので、これは余り

考えないで考えたほうが、経常収支を見た

ほうがよいかもわかりませんが、２８年度

決算においては、今議員も御指摘の基金、

これを退職手当に充てましたので、経常収

支比率には、今回は影響はしなかったとい

うような状況でございました。 

  それから、最後に、自主財源はあるのか

というような御質問でございましたが、自

主財源はまさしく町税でございます。この

町税がいかに減るのを抑制するか、食いと

めるかというところでございます。これは

もう今までから申し上げているとおり、人

口の減少、これに対応していく、これを抑

制していく、これにほかならないというふ

うに思っておりますので、自主財源の確保

のためにも人口減少を抑制する施策をこれ

からも取り組んでいく、進めていくという

ことに邁進したいというふうに思っており

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  今までずっとね、平成９年からいろいろ

な経済施策をやってきて、平成２３年には、

基金取り崩しに頼らない財政基盤を確立す

ることを目的にね、新財政健全推進プラン

をつくったんやけど、これは翌年にころっ

と変わってやね、また新しいことにやると。

だから、長期的にね、やっぱり一遍には無

理やと思いますわ、そんなんわね。自主財

源だって人口減っていると、当たり前です

わな、それは。税金も少ないと。じゃあ、

税金少ないから、今言う、これから新しい

ことやっていって人をふやす。もしくはほ

かに財源を求めるのか。それを、今後長期

的にきちっと計画を立ててやってもらわん

と、これＰＤＣＡ言うたって、Ｐｌａｎ、

Ｄｏ、Ｃｈｅｃｋ、Ａｃｔｉｏｎやけど、

これがね、悪循環したら何もならへんから

ね。だからここがね、心してやってほしい

と。これはもう要望しておきます。 

  それから次、環境問題ですけども、まず、

希望いうのは、残土が、残土問題があって、
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いろいろ問題も出ているんですけども、こ

の、前議会か何かで真砂土のいいのが東地

区にあると。真砂土は財産だいう話があっ

て、だけど残土は公害なんですね。環境は

町の宝であると。環境保全に向かって、町

独自のね、やっぱり土砂法の見直しせなあ

かんのちゃうかと。以前に私が質問したと

きには。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  静かにしなさい。 

○１２番（西岡義克君） 

  うるさいな。余り厳しい条例をつくると。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  厳粛に願います。 

○１２番（西岡義克君） 

  大阪府が助けてくれへんというような話

があったわけですけども、ただ、やっぱり

このね、環境がきちっとやらんとあかんの

で、このもうちょっと厳しい土砂法を考え

る考えがあるのかどうか、ちょっとお伺い

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  余り発言中に不規則な発言はやめてくだ

さい。 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  土砂法というふうなものでございますけ

れども、大阪府の条例、それから豊能町の

条例、これ両方ございます。埋め立てる面

積によって当然変わってくるわけなんでご

ざいますけれども、今のところ、大阪府の

条例と町の条例というのは兄弟関係という

ふうな考え方でやっています。 

  今のところ府のほうの条例というのが発

足以来まだ変更はされておりません。町の

ほうの条例も、発足以来まだ訂正もしてい

ないというところでございまして、ただ、

府のほうの条例が、今後改正されるのかど

うかということもまだ情報収集できており

ませんけれども、今後、ほかの市町村の条

例もございますので、そういったものの動

向を踏まえまして、適宜改正を行うことと

したいというふうに考えています。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  この豊能町の条例をつくるときに、土砂

法をつくるときに、我々も提案したことが

あって、要するに、業者に対して補償金を

積ませと。例えば、１億の仕事やったら8,

０００万ぐらい積ませと。もう一つは、土

地所有者に対して、業者と同じような連携

した責任体制というかね、そういうのをと

れ、二つ入れというのを、全くそれを外し

ているわけですわ。それはね、やっぱり緑

豊かな環境を保全するためには、やっぱり

業者に対する責任、そういうものをきちっ

とせなあかんのですけども、そんな厳しい

のは大阪府にないと。だからそれはできな

いのやという話があったんですけど、しか

し、最終的にはね、豊能町は、緑守るんや

ったら、豊能町独自で頑張らなあかんのち

ゃうかなと思うんやけど、今後どうですか。

そういう考えありますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  今、西岡議員おっしゃるようにですね、

大阪府の条例にはそういったものございま

せん。ただ、他の市町村の条例がどういっ

たことになっているのかというのは、ちょ

っと私のほうも、今現在手持ちでございま

せんし、情報収集もしていないところでご
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ざいます。そういったことも、ほかの市町

村、特に府内の市町村で幾らか土砂条例つ

くってはるとこがありますので、そういっ

たところの情報を見ながら、今後検討する

必要はあるのかなというふうに考えていま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  これはほかにあります。調べなさい。あ

ります。和泉市かどこかであったと思いま

す。きちっと調べて、もしできるものでし

たらね、やっぱり自分たちのまちは、それ

は町長が言うようにね、自分たちのとこは

自分たちで守らなあかんのやからね。だか

ら、それも１回検討して、もしあればそう

いう方向できちっとやらなあかんと思いま

すので、これは調べて、検討してください。

要望しておきます。 

  それから、今、ソーラー問題が出ている

んですけども、これは、私はよくわからん

のんですけども、うちもソーラーの問題が

今後出てきます。これは、私は、とめるこ

とは無理でも条件的に、条件闘争というの

か、そういうものはできると思うんですけ

ども、条例では縛れないと思うんですけど

も環境保全条例である程度縛れるんじゃな

いかなと思うんですけども、その辺どうで

すか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  町の環境保全条例というのは、７章８４

条、非常に長い条例でございます。この条

例というのは、太陽光発電に係る問題のみ

を、今のところ太陽光発電に係る問題につ

いては触れておりません。この手続条例に

しましても規制条例にしましても、この環

境保全条例の一部見直しで対応できるもの

ではないというふうに認識しています。で

すので、本件に係る条例制定というのを、

今のところ考えていないんですけれども、

ただ、町内太陽光パネルの問題、きのうか

らもいろいろ質問をいただいております。

これも全国的にもさまざまな状況が発生し

ておりまして、今後、都道府県とかほかの

市町村の情報収集を努め、集めるとともに、

大阪府と連携して対応していきたいという

ふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  これは、開発の時点ではとめられるけど

も、開発が終わって、それが譲渡された場

合には営業権とか云々出てきますのでね、

難しい問題があると思うんです。だから、

ソーラーの問題になったときに、私はもう

とめるいうのはなかなか難しいな。ただし、

いわゆる住環境を守るためのね、そういう

制限いうのはね、条件的に、条件条例いい

ますか、そういう形ではね、環境保全条例

の中に入れたら行けると思うんですよ。だ

から、今後は環境保全条例の中にそのソー

ラーを縛るいうか、条件闘争でいろんな条

件をつける条例ができると思いますので、

その辺、今後、部長ですね、検討していた

だきたい。これはもう要望しておきますか

ら。 

  それと、東西バスの件は、この前からも

内田部長にもいろいろと聞いています。私

も自治会のほうで調べました。だから、い

わゆるリレー便、リレー便と東西バス、こ

れは、部長は違うと言うんやけども、これ

入れかえたと思ってます、皆が。その中で

乗ってないやないかという話があります。
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だけど逆に言やあリレー便も乗ってないん

です、調べたら。じゃあどっちが有効なん

かと。私は、言うて悪いですけども、東西

便のほうがぎょうさん乗ります。間違いな

く乗ります。そうすると便は少なくても、

町長、そんな首ふったらあきまへんやん。

乗ります。いや、今リレー便より乗ります。

リレー便よりは乗ります。リレー便なんか

ほとんど乗ってないです。もう３人ですわ、

はっきり言ったら。あれは走らせたら、東

西バス走らせたら３人いうことは絶対あり

ません。だから有効な金を使わなあかんと。

商売人はそうですわ。無駄な金は使わない。

有効な金を使えと。そうするとね、豊能町

の将来のね、若い人は、やっぱりそこへ住

み続けるためには、そういう東西バス、そ

れから高齢化してきてますので、やっぱり

出ていく人も多いやろうということでね。

これ、自治会のほうももう一回調査します

けども、１回乗ってみてください、職員が。

わかります。それをお願いしておきます。 

  これまでいろいろ、もう時間ありません

ので、先ほど言いましたように、教育は１

００年の大計で、私も、平成３年度に大阪

府のＰＴＡの連絡協議会の会長として、豊

能町を代表して大阪府下の子どもたちのた

めにね、教育長、学校、いつかその辺の対

応をさせていただきました。随分勉強にな

りました。ですから、あの１年は、私の人

生にとっては１０年に値すると思って、本

当に感謝いたしております。 

  トップ以上のまちはできないと私は思っ

ております。先ほども言いましたように、

政は徳を持ってなすということで、町長は、

豊能町が町長の交代によって変わらなけれ

ば、また変えなければあすの豊能町はない

と、こういうふうにおっしゃっております。

教育力日本一のまちを目指して、使命感を

持って、おごれることなく、まちづくりに

邁進していただくことをマントウいたしま

す。そのためには財政的な裏づけが喫緊の

課題であります。風を読み、指標を変えて、

住民と協働して、職員とともに切磋琢磨し

て、町長の言う、身の丈に合った持続可能

なまちづくりに向けて、本音で取り組んで

いただきたいと思います。 

  結びに、まちづくりが美辞麗句の適用に

ならないことを祈願して、私の一般質問を

終わります。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で緑豊クラブの一般質問を終わりま

す。 

  次に、豊能第一クラブ一般質問を行う前

に、質問者の入れかえと、それから映像調

整をいたしますので暫時休憩します。 

（午後１時４７分 休憩） 

（午後１時４８分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  会議を再開いたします。 

  次に、豊能第一クラブの一般質問を行い

ます。持ち時間は質問及び答弁をあわせて

５０分とします。 

  川上勲議員を指名します。 

  川上勲議員。 

○１３番（川上 勲君） 

  何の因果かわかりませんけれども、今期

の最終の議会の一般質問の中で、最終の一

般質問の順番が当たりまして、理事者側に

通告どおりの質問をさせていただきますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

  ことしは町政施行４０周年ということで

ございまして、４０周年の意義について質

問をさせていただきます。 

  まず、過去の検証、総括はしたのかとい

うことでございますが、この豊能町の成り

立ちといいますのは、戦後、昭和２０年か

ら３０年ぐらいにかけて、戦後どさくさ紛

れで、地方自治体は非常に小さい自治体が
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点在しておりました。特にこの摂津の国の

北のほうは、奥能勢六カ村ということで、

今の能勢町、豊能町も含めて六カ村ぐらい

に分かれておりましたが、昭和２８年の自

治庁からの町村合併促進構想が伝えられま

して、急遽合併の方向に動いたということ

でございます。まだ、昭和３０年前後に、

まず東能勢村と吉川村の合併が促進された

わけでございますが、その前に、私の住む、

今の豊能町高山は、それまでは三島郡清渓

村大字高山でありまして、この豊能郡とは

全然違う場所にございました。しかし、清

渓村が昭和３０年に茨木市に併合されると

いうことになりましたので、それでは余計

に遠くなるということで、この高山村が東

能勢村に行くのか、それとも隣接する箕面

町に行くんかというような話が出まして、

そのときの逸話でございますけれども、箕

面町と東能勢村は財政的に雲泥の差があっ

たと。箕面町と東能勢村がどちらをとるか。

どちらといいますと、高山をとるのか止々

呂美をとるのかという話がありまして、高

山の産業は炭とゴンボ、箕面市はビワとサ

ンショでしたかな。だから、どちらが値打

ちあるか言うたらビワとサンショのほうが

値打ちがあるということで、箕面市が止々

呂美をとり、東能勢村が高山をとったとい

うふうな逸話を私は聞いたことがございま

す。そういうことで高山地区が東能勢村に

編入されまして、それは昭和３０年４月１

５日。だから、高山地区は４月１日から１

５日までは茨木市ということになっておっ

たそうでございます。先ほども申し上げま

した吉川村と東能勢村が昭和３１年の９月

に合併がされました。その後、３３年４月

に当時の亀岡市から今の寺田地区と牧地区

が東能勢村に編入され、それから以後、昭

和４０年ぐらいまで、非常に財政的に厳し

い時代であったのでございます。 

  しかし、当時の村長さんが先頭に立って、

緊迫財政の中で一生懸命頑張って存続して

こられましたら、昭和４０年ぐらいにはも

う持ちこたえられんということで、その当

時ブームであった宅地開発、これをたまた

ま能勢電が吉川村に入っておりましたので、

能勢電と相談して、ときわ台の開発が昭和

４５年より開発をされたことで人口がふえ

てきたということでございまして、昭和４

５年ぐらいまでは非常に財政状況が厳しか

ったそうでございます。 

  だから、私の同級生、つまり高校卒業時

が昭和３９年、大学卒業時が昭和４３年、

私の同級生なんかは、当時の東能勢村には

１人も就職しておりません。というのは、

外部のほうが数段給料がよかったというこ

とであったそうでございます。 

  それで、昭和四十二、三年ぐらいから宅

地開発がされまして、その土地ブームに乗

りまして、それが順調に推移し、こないだ

書類を配付していただいた昭和４８年には

ときわ台が完成したということで、町政施

行の昭和５２年には人口が9,０００人に達

したと。そして、財政状況も大きく伸びま

して、財政も収支が１４億円前後となって、

昭和５２年４月１日をして町税施行という

ことになったのでございます。 

  それ以後は、もう皆さん方御存じのよう

に、財政的にも大きく伸び、また人口も大

きく伸びまして、全国的にも町村では１、

２を争うような伸び率となりまして、平成

二、三年ごろ、バブルがはじけましたけど

も、豊能町は、平成七、八年ごろには、人

口のピークを迎えて、２万7,０００人以上、

町税収入を３４億円を超える町税収入とな

りました。しかしながら平成９年にダイオ

キシン問題が起こって、その後は、この豊

能町は、ちょうど人口が減り初め、そして、

３４億あった町税収入も年間１億以上減っ
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てきて、現在では町税収入が２０億、人口

はもうすぐ２万人を割るというような状況

が現在の状況でございます。 

  だから４０周年、４０年たちましたけれ

ども、前半の２０年はもう坂道を駆け上が

るごとく発展してきて、後半の２０年は坂

道を転げるがごとく落ち込んできたという

ような状況の中で４０周年を迎えるわけで

ございますけれども、そんな中で、まず、

この４０周年に対して、町長、それから副

町長、それから教育長、職員を代表してど

のようにこの４０周年を感じておられるの

か、答弁していただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  ４０周年をどのように思っているかとい

うことでございます。 

  先ほどから川上議員のおっしゃったとお

りだというふうに私も思っております。私

は昭和２１年ですから、昭和２１年で学校

に行ったときにはもっとひどかったですか

ら、それから考えますと、今は夢のような

ごとくでございます。 

  がしかし、昭和、平成、平成になりまし

て人口が減少してきたと。この２０年以降、

３０年、４０年、この３０年、４０年の流

れが非常に急に下がってきているという状

況下の中で、この４０周年を迎えるという

ことでございます。真摯に受けとめて、こ

れからの４０周年に向かって進んでいきた

いというふうには思っておりますけれども、

ただ、大きな問題は、今、川上議員の御質

問が、どのようにお考えかはわかりません

けれども、事業といたしましては豊能町、

本町といたしましては、精いっぱいこの事

業を４０周年の事業としてやっていきたい

という思いで、御承知のとおりに着々と進

めているところでございます。 

  先ほどから、それぞれ議員の皆さんの御

質問がございましたけれども、やはり職員

は商売人でございませんので、法令、条例

を守っていかなくてはならないということ

が現の使命でございますので、進めていっ

てはおりますけれども、なかなかうまく流

れていってないなという、私には少し思い

もございます。しかし、精いっぱい頑張っ

て進めていっているということを認めてい

るという状況でございます。 

  詳しく申し上げればいいんですけども、

３人申し上げますと時間がなくなりますの

で、この辺でお答えをさせていただきたい

というふうに思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  ４０周年を振り返ってでございますが、

私も昭和４６年に役場へお世話になったわ

けでございますが、その当時は建設課に配

属になりまして、豊能町の予算規模よりも

大きな災害を受けまして、その当時は災害

復旧、それから同和対策事業に追われてい

たというふうに思っております。 

  それから、５２年に町政を施行した後、

私、財政を担当させていただきました。そ

の時分は、人はどんどんとふえてくるわけ

でございまして、ところが学校とかそうい

う施設が追いつかないと。それでお金がな

いと。税金は後になって入ってきますけれ

ども、学校を建てる金がないということで、

業者に建てさせて、それを国庫補助が乗る

たびに、毎年購入していくというようなこ

とをやりました。 
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  それでまた住民の方も、能勢電鉄が非常

に、全国一混んでいるということで、能勢

電のほうにも、もう１カ月に１回ぐらいは

交渉しに行ったことを覚えております。人

口もどんどんふえてきたのにも、なかなか

苦労があったというふうには思っておりま

す。 

  その当時は、予算組むのも組めないと。

税金は、平成７年ぐらいからは潤沢にござ

いましたけれども、学校はどんどんと建て

なければならないという、お金がないとい

うことで、無理して地方債等も買ったとい

うように思っております。 

  ところが、人口も急に、今度減ってき、

高齢化し、少子化してきまして、先ほどか

らも総務部長が言いましたけれども経常収

支比率が上がってきていると。これについ

ては、特別会計、医療費等に繰り出しをせ

なあかんという部分がございまして、これ

からはだんだんと、そういう高齢化に対す

る経費、費用等がどんどんと発生してくる

のではないかと。これに対する対応を早期

に持たなければならないというふうに考え

ているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  新谷教育長。 

○教育長（新谷芳宏君） 

  お答えいたします。 

  昭和５２年のときには、私ちょうど吉川

小学校に初任者として赴任いたしました。

そのときは６３５名の児童がおったと思う。

ちょうどそのときには、同じく光風台小学

校が今のオイスカのところに校舎をそっち

に移して、そしてその次の年に今の校舎の

ほうに移ったというふうに記憶しておりま

す。そういうことから、順次、吉川小学校

でも当時１学年３クラスということで、先

生方もほとんどが新しい先生方ばかりで、

非常に若い先生方が多かったというふうに

記憶をしております。その後、吉川中学校

のほうにかわりまして、その当時、学年６

クラスだったというふうに記憶をしており

ます。それが、吉川中学校を出るときには、

平成３年のときには１０クラス、学年１０

クラスでありました。修学旅行で新幹線に

乗るときに約４００人を引率してまいりま

したけども、それを乗るのが大変だったと

いうふうに記憶をしております。 

  私も前半のほうは子どもたちがどんどん

ふえていって、学校が次々と建設されてい

くということで、大変大きくなるというの

は大変だったなというふうには思いますけ

れども、逆に平成４年以降、子どもたちの

数がどんどん減りまして、教育委員会に入

りましてから、そのときに非常につらかっ

たことは、先生方が過員になっていく、先

生方が余ってくるということで、先生方を

どないかしてうまく対応していかなければ

ならないというのが、非常に困難な時代が

あったなというふうに思います。 

  現在、そういうふうなことで、子どもた

ちがどんどん減っていくということで、こ

れからの本町の教育のありようについて、

これから５年、１０年のスパンでものを考

えていかなければなかなか難しいものであ

るというふうに感じております。ぜひその

ために努力してまいりたいと思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１３番（川上 勲君） 

  今、まさしく町長、副町長、それから教

育長が御自分の体験を踏まえまして答弁し

ていただきましたけれども、こういうよう

に豊能町の歴史を知っておくことこそが将

来の豊能町のいかにあるべきかということ
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の一つの考え方の基礎になると、私はそう

いうふうに思っております。 

  私も昭和３０年にちょうど小学校入学の

年でございました。入学式は、三島郡清渓

村の泉原小学校で入学式を行いました。そ

して、始業式は東能勢村小学校の分校とし

て、東能勢村小学校までやってきました。

それから、高山で、複式学級で１、２年、

３、４年、４年生まで勉強し、５年生は本

校である東能勢小学校へ行きました。とこ

ろが、１年たつと、高山分校で６年生まで

できたということで、また６年生は高山分

校のほうに帰りました。そういうような変

遷の時代を過ごしてきたわけでございます。 

  豊能町が、昭和５２年に町政施行となり、

４０年をちょうどことし迎えたわけでござ

いますけれども、本当に、豊能町の住民が、

ことしは４０年目の節目の年であるという

認識をしているかどうか、私は非常に疑わ

しい。一つの例を挙げますとね、ことしの

商工会の青年部の夏祭りが中止になりまし

たね。あれこそね、やっぱり昭和４０年の

節目の年でありますのでね、財政的に少々

ぐあい悪かっても、会員数がなかっても、

それを今後もっと大々的にやっていくため

には、ことしこそ、４０周年の節目の年に

そういうイベントをしなくてはならないと、

私はそう思いますけれども、果たして商工

会が４０周年の認識をしている年であるの

か。あるいはまた、町として、商工会に補

助金４００万以上出してますわな。ことし

が４０周年やからちょっと考えて事業、イ

ベントやってくれと言うてるのか。あるい

はまた、町民に対してね、４０周年、節目

の年の認識をしていくための広報活動をし

ているのか、私はちょっと疑問に思います

が、その辺ちょっと総務部長、ちょっと答

弁願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ４０周年に当たりましては、さまざまな

事業を計画しているわけでございます。も

う過ぎてしまいましたが、６月には上方演

芸会のラジオの公開録音なども行いました

し、その折にも４０周年記念ということで

冠をつけてやっておりましたので、そのよ

うなことも含めて、４０周年についてはＰ

Ｒをしてきたつもりでございます。あと今

後も、９月にも落語の世界ですとか、１０

月には記念式典もございますし、１１月に

は豊能祭りなどなど、年明けになりまして

も４０周年の記念の事業をやってまいると

いうようなことを考えておるわけでござい

ます。このような事業の際には、広報とか

ホームページで広報を行ってきましたし、

今後も行ってきたいというふうに思ってお

ります。 

  今回、商工会の夏祭りが中止になったと

いうようなことは非常に残念というふうに

思いますけども、商工会の皆さんに十分な

お知らせができていたかどうか、それはち

ょっと私確認はできておりませんが、とよ

のまつりにおいても商工会とともどもやっ

ておるわけでございますけども、４０周年

ということで、特別な予算を計上させてい

ただいておりますので、とよのまつりにお

いて何か盛大にものをできればというよう

なことも考えておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  私のほうから、商工会に働きかけをした

のかというふうな御質問についてお答えを

させていただきます。 

  町のほうから働きかけを協力してはおり
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ません。 

  また、夏祭りというのは商工会の青年部

が主体となってしているものなのでござい

ますけれども、ことしは、夏祭りするにお

いて、やはりマンパワーが非常に不足して

おって、やったとしても逆に迷惑をかけて

はいけないというふうなこともあって、別

の事業を検討しているというふうには聞い

ております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１３番（川上 勲君） 

  マンパワーが不足しておる、それは青年

部だけの商工会ちゃいますわな。商工会の

会員は、何人おるか知らんけどもやね、数

十名か百何人かいてる、親商工会がね、協

力したら何ぼでもできるん違いますのか、

これは。マンパワーが不足しておったらね。

そういう考え方をやっぱり言うていかなあ

かんし、今、総務部長が先ほど答弁された

やつかてね、役場が４０周年やるから、役

場主導でやるから協力してくれじゃなしに、

各種団体、商工会を初めとしてね、観光協

会もあるし、もちろん自治会もあるしね、

いうような団体にね、４０周年やから自分

らで考えて４０周年盛り上げてくれと。自

分らで４０周年事業をしてくれということ

をやっぱり、そういう各種団体とかいろん

なのにしてやね、住民全体で盛り上げてい

かないかん。今、部長がおっしゃったんは、

豊能町は４０周年やるからね、協力してく

れということだけでやったらね、住民の意

識もそう意識的に４０周年いうことはなら

んと思いまっせ。だから、今後は、やっぱ

りそういうことでね、住民に発信していく

ということが大事であるし、先ほど、一番、

今言うたように４０周年たってきてね、豊

能町はこういう状態やと。２０年度、町政

施行から２０年たったときにはもう最高の

税収で人口もあったけど、それから２０年

たったらもとどおりいうか、もとどおり以

下になってしもうたと。これではぐあいが

悪いという認識をやっぱり町民にしてもう

てね、これから、先ほど教育長が言われた

ように今後１０年、２０年先をね、いかに

歩くかということをやっぱりしていかない

かんと私は思いまんねん。 

  そういうことを私が言うたらね、ほんな

らおまえ、３６年間も議員しとってね、一

体何してきたんじゃとね、ただ報酬もろて

それで済ませてきたんかいと、税金泥棒や

ないかというぐあいに言う人もいてはりま

したわ。 

  しかしね、私、昭和５６年に議員になっ

て、当時高山のほうで、小学校の増築と体

育館の新築、これがありまして、いろんな

ことありましたけども、これに協力してき

て、これは自分の地区の場所やから当たり

前やないかって言われたらおしまいやけど

ね、しかし、教育は機会均等やからね。例

え高山小学校であれやね、昔の古い古い木

造、複式でやっとった木造校舎が新しくな

ったと。こういうことにも協力してきたし、

また、ちょうど開発ブームでね、西地区は

上下水道もう９９％完備ですわね。その当

時の町長は、東地区、特に旧村地域は、下

水道ですら上水道も完備されてなかった。

これ、平成３年、４年ごろでっせ。これで

はぐあい悪いということで、私はあえて当

時の町長に反対してね、新しい町長をして

もらうために奔走して、新しい町長になっ

てもうて、すぐに上下水道整備してもうた。

そういうこともあったし、ところがその間

に、平成９年にダイオキシン問題が出て、

それを処理するために、これは一時も早く

処理せなあかんということで、戸知山で、

当時の町長が処理したいということをおっ
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しゃった。ところが、私にとればあほなこ

としよるという、あほなことしよる人間が

ダイオキシンの処理反対や言うて、平成１

２年の選挙ではね、処理しようという当時

の町長が選挙に負けてもうて、新しい町長

が出てやね、それがいまだにこう続いてい

るわけですわ。それで、その新しい町長の

中でも、これではぐあい悪いということで、

平成１４年、５年にね、池田市の今の市長

の倉田薫さんと話して、池田市の合併の起

爆剤やったんですわ。それで、合併協議会

できましたわな、平成１６年にね。それで、

当時の町長とやね、私当時自民党の支部長

しとったからね、政策協定やって、合併賛

成やという政策協定やって選挙に臨んだら、

選挙選に入ったとたんにやね、私は合併反

対や言うて、ところが一旦応援する言うた

らもう応援せなしゃあないからね、それ選

挙勝ったんですわな、応援したん。ところ

が反対で勝っとんですわな。ほんで、平成

１６年１０月に結局ね、池田市の市長は賢

いわ、自分とこから反対言うたらぐあい悪

いので、うちのほうからね、豊能町のほう

から反対するような作戦を練ってやね、そ

れで反対して御破算になってしもうたね。

あのときに合併しとったらね、これ、今の

ダイオキシン問題なんかきれいに処理でき

て、おまけにまだ合併特例債がやね、その

当時２４０億ありましたんや。合併したら。

それで池田市の倉田薫さんが、半分分けし

ようと、１２０億をおまえとこ使えと、う

ちは１２０億でええと。それは、むちゃく

ちゃ使うたら今の地方自治体終わっている

ようなことになるけどね、そのとき１２０

億をきちっと使うたらやね、今ごろこんな

財政状況になってないはずですわ。ダイオ

キシンも処理できとる。しかし、それがパ

ーになってしもうた。それはもう、これで

はぐあい悪いなということで、結局平成２

０年の選挙にやね、合併反対で通った町長

も出んようにして、それから、新しい町長

を生んでやね、何とか、財政状況悪い中で

４年間やってもろて、それで、ダイオキシ

ンも処理するめどがついた平成２４年の選

挙にまた負けてもた。その勝った町長、前

町長が今の状態、この閉塞感漂うこの豊能

町をつくったわけですわ。そやから、私は

そういう節目、節目でいろんなことをやっ

てきたけども、まあまあ失敗もありました。 

  しかし、やっぱりね、トップに立つ者。

我々もしかりやけども、ポピュリズム言い

ますんかな、大衆迎合主義、これではあき

まへんねん。やっぱり自分の信念を持って、

１０年、２０年後の豊能町をいかにするべ

きか、いかにあるべきかいうことを考えて、

やっぱりしていって、そのために住民も、

ただ、今の豊能町の住民の形態を見てみる

とね、例えば、残土の問題ね、例えばダイ

オキシンの土を置くとこね、それから古い

話で、高代寺で火葬場をする問題ね、それ

で戸知山でダイオキシンを処理する、平成

１２年の問題ね。自分らにばーっと火の粉

がかかってきたらね、これはえらいこっち

ゃいうことでみんな一斉にやっぱりああい

う状態でやね、わーわー言うて反対してい

る状況ですわな。それがもうなくなっても

うたらもう議論してもみんなそ知らん顔や。

それをまたあおってね、それを利用して、

議員に出たりトップに出たりする人もおる

わけ。こんな豊能町の状況ではね、まとも

な行政はできひんし、結局、西岡議員が言

うように、トップ以上の、住民以上のトッ

プのまちはできひんとか何か言うてますわ

な。それは、住民の今の形が、そういうこ

とですわ。それではね、まともな行政でき

ない。やっぱりきちっとした信念を持って

行政に当たっていかなあかんということを、

私は今までやってきたつもりであんねんけ
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ども、なかなかそれが通用しない世の中に

なりました。 

（発言する者あり） 

○１３番（川上 勲君） 

  それで、次に、今後は１０年、２０年先

に豊能町いかにあるべきかということで、

私は以前からずっと、何回でも財政収入、

それから人口増加施策、それを具体的に言

うてきたところが、何も聞いてもうてへん

わ。いまだにね。例えば、総務部長に聞く

けど、少のうても豊能町の中で、この１４

０億のお金を使うね、会社いうかそういう

団体いうか、そういうのはこの役場が一番

トップなんですわ。その役場の中ではね、

やっぱり豊能町に住んでいる職員、いわゆ

るところで豊能町に住まわせと、住まわす

努力をせえという言うのに今どういう形で

しはった、一遍ちょっと。総務部長。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  申しわけございませんが、私も豊能町に

住んでおりませんが、豊能町に住んでもら

いたいという気持ちは持っておりまして、

私は事情があって住めませんけども、豊能

町、住まいに迷っている職員がおればその

ようには言いたいと思います。ただ、住居

の自由というものがございますので強制は

できないということで、御理解願いたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１３番（川上 勲君） 

  それじゃあ、強制できへんかったらね、

今後豊能町の職員採用するときはやね、豊

能町に住んでいる人だけ採用したらええね

ん。豊能町に住んでなかったらね、豊能町

に住むという条件で採用したらええわけや

ね。ほな何のわだかまりもあらへんと思い

まっせ。 

  それで、先ほどから言うているように、

昭和５２年からね、人口がどんどんふえて

きて、財政も豊かになったと。ということ

は、若い、働き盛りの世代、これを豊能町

に入れることによって、その人の子どもに

対する費用は要らんように補助金出してで

も住んでもらうような方向に持っていった

らね、人はふえるは、その人々の住民税入

ってくるわでね、恐らくプラスになると思

いまんねん。絶対マイナスにならんと思う

ね。 

  先ほどから言うとったようにやね、老齢

化率が４０％以上になってまうのか。高齢

化率か。老齢化も一緒やけどな。４０％以

上で、そこで就業前の子ども、１８歳か１

６歳か、そういう子どもが１０％おります

のかな。そんなら働き手１人でやね、その

子どもと年寄りと見やなあかんわけですわ

な。そんなことできまっか、普通。恐らく

できへんと思うわ。ということはもう限界

集落や、豊能町自体がね。もう片足突っ込

んどる。その認識は恐らく、ほとんどの住

民の状況を知らん人は持ってないと思いま

んねん。そういうことも、こういう状態や

と４０周年迎えても豊能町はこういう状態

やということを、やっぱりもっとアピール

してね、若い人が入ってくるように。２世

代あったら、固定資産税半減するとか、空

き家は固定資産税を倍にするとかね、いろ

んな方法がおまんがな。それで、子どもは

出ていかんと、子どもが親を追い出せと、

そんなら若い者残りまんのや。そういうこ

とをやっぱり豊能町、もう強制的にもなっ

ていかな、本当に私はつぶれると思うけど

も、町長、どない思ってはりますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 
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  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員にお答えをさせていただきたい

と思います。 

  おっしゃるとおりでございます。私もそ

う思ってます。 

  がしかし、今の現状を打破していくため

に、これから先の豊能町、１０年、２０年

先をどのように考えていくかということに

つきましては、やはり町を愛する心は、川

上議員と同じでございますので、精いっぱ

い頑張ってもらいたいというふうには思っ

ております。 

  この問題につきましては、やはり皆さん

とともにこの町をどうするかという大きな

問題につきましては、考えていかなくては

ならないというふうに思っておりますし、

町長１人ではどうにもならない部分もござ

います。皆さんとともに、この町を生かす

ために、頑張ってまいりたいという気持ち

でございますので、御理解のほどお願い申

し上げます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１３番（川上 勲君） 

  私が話すると冗談言うているみたいなよ

うにみんなとりますけども、やっぱり真剣

に考えていかないかんと。 

  一つね、私いつも懸念しとんのはね、高

齢化率、高齢化率って、６５歳以上は高齢

者やと。それで、老人の中に入ってまうね

んな。ところが人生はね、昔は７０年やっ

たわけや。今９０年や、人生ね。ほんだら

この６５歳もね、１０歳や１５歳上げてや

ね、７５か８０が老齢化率にしたらええわ

けやほんなら率下がりまんがな。そのまま

線引きは６５で線引きしといてやね、長生

きだけするわ、あと残りが２５年、３０年、

みんな生きてまんねや。そやからやっぱり

線引きにやっぱり上げて、定年退職６０や

６５やなしにね、７０、７５にしたらええ

わけですわな。ほんなら高齢化率も下がる

しやね、ちゃいまっか。そういう理屈も考

えられへんことおまへんのやで。人生９０

年になっとんのやからね。どうも、いつも

そう考えたらたら不思議なような感じして

まんのやけども、これ余談としてやね。 

  豊能町の旧村地域のある地域はね、もう

高齢化率が５０％以上でやね、これはもう

限界集落に達してますわ。ときわ台、光風

台も４６か７％になってまんねんな。高齢

化率が。ほなもうあと３％で限界集落です

わ。だから、やっぱり若い人を入れる施策

をやっぱりしていかなあかん。新興住宅地

でもそうやし、旧村のほうもそうや。旧村

のほうもほとんど若い人は出ていって、年

寄りばっかりが百姓してまんねん。それで

年寄りも畑へ出てこけてもたらやね、その

こけた人がやっとったとこは草ぼうぼうで

してまへんねん。そういう、高山にもある

し、ほかのところも、やっぱり現実あると

思いまんねんね。だから、やっぱり今のう

ちに余野の地区に、切畑、寺田は圃場整備

はできとるけども、そのほかの地域は圃場

整備できてまへんねん。だから、圃場整備

もやり方いろいろあるけども、この前、建

設部長に聞いたらね、受益者負担なしでも

できる方法ありまっせということを、この

前の質問で聞いた。もう一遍ちょっとどう

いう方法であるのかちょっと建設部長、答

弁願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  ちょっと手元にございませんので、詳し

いことを頭の中で整理しながらしゃべらせ
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ていただきます。 

  まず、土地改良法という法律がございま

して、この法律が５月２６日に改正公布さ

れました。大まかに言いますと、受益者負

担、受益者の同意と負担なしで圃場整備、

区画整理ですね、これができるような法律

に改正になったというところでございます。

ただ、その条件としまして、ある一定のま

とまりがあること。それと所有権のある圃

場を、みどり公社なり、みどり公社って、

大阪府内ではみどり公社いうんですけれど

も、ここに預けてあること。これが条件で

す。あといろいろ細かい条件あるんですけ

れども、この二つの条件があります。その

預けた圃場は、１０年、もしくは２０年間、

長期にわたり、所有権はあるけれども耕作

権がなくなるというふうなものです。預け

られたみどり公社というのは、これを担い

手、もしくは農業の組合とかそういったも

のに貸し付ける、それで圃場を守っていく

というのが条件であります。 

  ただ、細かい政省令がまだ公布されてお

りませんで、そういった情報が私の手元に

来てませんので、これ以上のことは申し上

げられんのですけれども、ただ、一番に言

えるのは、所有者の同意と負担金なしです

ることを国は考えているということでござ

います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１３番（川上 勲君） 

  戦後ね、昭和二十二、三年に農地改革で

っかな、ありましたわな。あれなんか国の

施策で強引的にやった施策みたいですけど

も、そういうことを今やっていかんとね、

これ、旧村地域の農業地帯はつぶれてしま

うと思いますわ。だから、今、部長がおっ

しゃったようにね、自分は、権利はあるけ

どももう全部投げ出して、それで大規模な

農営をする者にさせて、どうせまとまらん

と圃場整備はできんのやからね、まとまる

はずやから。そういうまとまった地域で大

規模な農営をしていくということが私は大

事や思うし、それで、もう一つはね、鳥獣

対策ですわ。何ぼ大規模にやったとしても

やね、イノシシや鹿やカラスや、やれ猿や

アライグマや何やいうてやね、いっぱいお

るわね。それをやっぱり排除してね、そう

いう被害に遭わないようなことをせんこと

には、何ぼ大規模にやったとしてもやね、

その人ら、その動物らの餌をつくってるみ

たいなもんやね。それはやっぱりそういう

ことも含めて、やっぱりきちっとした形で

していく分は、豊能町の旧村の農業地域の

今後の発展に私はつながっていくと思いま

すのでね、そういう、やっぱり施策も、町

長も百姓十分経験あるしね、わかっておら

れるはずやし、もちろん副町長も教育長も

やね、経験ありますのでね。やっぱりそう

いうことを旧村地域ではやっていく必要が

あると。そうしなければ、圃場整備した余

野地区や切畑地区や寺田地区でも、年行っ

た人が圃場整備してええ土地できとんのに、

自分は体がいうこときかんとできんように

なってしもうとる例がようけあるわけです

わな。そういうことも考えて、やっぱり今

後は旧村地域もそういう若い世代が働いて

生活できるような状況にしてもらうという

ことが、これは行政の役目やと私は思いま

すのでね、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  で、新興住宅地、新しい住宅地の地域は

若い人ふやして、こないだ言うてるように

やね、その知識、能力をアップしたら自然

とその能力の高い人が入ってきまんねや。

何十年か前にやね、吉川中学校から北野高

校に入学する人数がこの第１学区でやね、
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池田、豊中全部含めてね、トップの人数が

北野へ行ったと。それが類が類を呼んで、

またそういうぐあいな形になってきまんね

や。そういうことをやっていかなね、みん

な平等にね、教育のまち、日本一や言うた

ってやね、かけ声だけで私は終わってしま

うので、やっぱり高収入の人を入れて、税

金を、町税をもろうて、子どもに対する補

助金を上限なしにわたしてやね、ああ、豊

能町へ行ったら高学歴の教育をしてもらえ

るわというようなね、そういう意識づけを

アピールしたら、私はもっと若い人がふえ

てくると思いますわ。そのためには、学校

を塾のあれに開放したり、それこそ学校経

営を民間に任せたりね、そういう、やっぱ

り突発的なことか知らんけども、そういう、

やっぱり変わったことをしていかんとね、

これから先、同じことをしとったら無理や

と思いますので、もう答弁は結構ですけど

も、そういう考え方で、教育長、よろしく

たのんまっせ。 

  以上で私の質問を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で豊能第一クラブの一般質問を終わ

ります。 

  以上で一般質問を終わります。 

  この際暫時休憩いたします。 

  この後、インターネットの配信切断及び

お手元の４６号から４７号、決算等の議題

とありますので、この際３時まで休憩させ

てもらいます。再開は３時とさせていただ

きます。 

（午後２時３５分 休憩） 

（午後３時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第２「第４６号議案から４７号議案

及び第１号認定から第８号認定」までを議

題といたします。 

  これに対する総括質疑を行います。 

  質疑内容は、それぞれ各常任委員会に付

託いたしますので、大綱のみをお願いいた

します。なお、御存じのことと思いますが、

「質疑は議題になっている事件に対して行

われるものでありますから、現に議題にな

っていなければなりません。また、議題に

関係のないことを聞くことはできませ

ん。」このように規定されておりますので、

その点を十分御協力いただきますようお願

い申し上げます。 

  初めに、第４６号議案から第４７号議案

までの２件に対する質疑を行います。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  ４６号議案の１３ページの財産管理費の

普通財産管理事業、工事費用の請負3,５０

０万と業務委託料２７万ですけども、これ

は、戸知山の入り口の貯水池の件ですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず、工事請負費でございますが、これ

は、戸知山にございます町有の調整池のし

ゅんせつの工事費でございます。業務委託

料につきましては、そのときに地元の約束

により、水質の調査、土質の調査を行うと

いうことになっておりますので、その土質

の調査費が業務委託料でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  これは、事業者は寝屋川の業者かな、そ

の業者との話し合いで工事費用の案分はど

うなってますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 
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○総務部長（内田 敬君） 

  案分ということでございますけども、こ

れまであの池を、採石工事ですか、土とり

工事をするときにあの池を業者に貸すとい

うようなことで貸しておりました。それで

貸すときの約束といたしまして、あの土地

に入りました、あの業者が責任をする土に

ついては業者がしゅんせつをするという約

束となっております。この土の量につきま

しては、どれぐらいが適当かということは、

これから精査をいたしますが、全額という

ことではございませんけども、業者にはそ

れ相応の請求をしていくということといた

しております。金額についてはまだ未定と

いうことでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  これ、全額豊能町いうわけやないんです

な。今上がっとう3,５００万かな。これを

案分するのか、もっとあって、この分が豊

能町なんか、どっちですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  あの調整池の土を全てしゅんせつする費

用が今回の補正予算額でございまして、こ

のうちのいくばくかを業者に請求をすると

いうことでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  ないようですので、次に、第１号認定か

ら第８号認定までの８件に対する質疑を行

います。 

  ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  なしと認めて、お諮りいたします。 

  総括質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  第１号認定から第８号認定までは、６名

の委員をもって構成する決算特別委員会を

設置し、第４６号議案から４７号議案及び

第１号認定から第８号認定までは、お手元

に配付いたしております付託表のとおり、

それぞれの常任委員会及び決算特別委員会

に付託の上、審査することにいたしたいと

思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、第４６号議案から第４７号議案

及び第１号認定から第８号認定まではお手

元に配付の付託表のとおり、それぞれの常

任委員会及び決算特別委員会に付託の上、

審査することに決定いたしました。 

  ただいま設置いたしました決算特別委員

会の委員の選出については、委員会条例第

７条の規定により決算特別委員会委員に、

寺脇直子議員、管野英美子議員、永谷幸弘

議員、橋本謙司議員、井川佳子議員、川上

勲議員、以上６名をそれぞれ指名いたした

いと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました６名

の議員を決算特別委員会委員に選任するこ

とに決しました。 

  ただいま選任いたしました決算特別委員

会委員の互選により、委員長に川上勲議員、

副委員長に寺脇直子議員が選出されました。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた
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しました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  次回は９月８日午後１時より会議を開き

ます。 

  本日はどうもお疲れさまでした。御苦労

さんでした。 

 

散会 午後３時０８分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 

第４６号議案 平成２９年度豊能町一般会計補正予算の件 

第４７号議案 平成２９年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第 １号認定 平成２８年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ２号認定 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳 

       出決算の認定について 

第 ３号認定 平成２８年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       歳入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 平成２８年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ５号認定 平成２８年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ６号認定 平成２８年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

       定について 

第 ７号認定 平成２８年度豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ８号認定 平成２８年度豊能町水道事業会計決算の認定について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員 １１番 

 

        同   １２番 

 


